
●就労継続支援(B型)事業所　利用者数:24名
わ・は・わ味明に隣接する米粉パンの製造を行う事業
所、工賃は月額平均11,946円（H27年度）

●就労継続支援(Ｂ型)事業所　利用者数:20名
大郷町より旧味明幼稚園舎の無償貸与を受け運営を行
っている

●生活介護事業所　利用者数:23名
大郷町より旧粕川幼稚園舎の無償貸与を受け運営を行
っている

今回視察した「パン工房わ・は・わ」では、大郷町の減農薬減化学肥料のお米を使用し、顔の見
える一貫生産という付加価値をつけてパンを販売していた。それでも、利用者の工賃の安さという
課題を解決しているとは言えないようだ。他の２施設では利用者の高齢化も進んでいる。
平成30年３月、本村に開所予定の「わ・は・わ大衡」については、利府と古川の支援学校にＰＲ
活動をしている。村と障害者の福祉向上に繋がるよう見守っていきたい。

◎調査を終えての所感・意見

◎パン工房わ･は･わ現地調査

◎わ･は･わ味明現地調査

◎わ･は･わ大郷現地調査
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議員
定数

参加者の主なご意見

住民の声を聴くには議員数は必要だ

定数減は執行部への監視が弱くなる

人口割で定数を考えないほうがよい

定
数
削
減

現
状
維
持

削
減
・
維
持
が
拮
抗

　議
員
定
数
に
関
し
て
の
全

１
１
１
名
の
参
加
者
か
ら
の

ご
意
見
は
大
き
く
割
れ
、
定

数
削
減
・
現
状
維
持
が
、
ほ

ぼ
拮
抗
す
る
形
と
な
り
ま
し

た
。　議

員
定
数
を
削
減
す
べ
き

と
す
る
方
の
多
く
は
、
人
口

割
で
言
え
ば
現
行
の
定
数
14

名
は
多
い
の
で
、
２
名
程
度

の
削
減
が
望
ま
し
い
と
述
べ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　定
数
を
維
持
す
べ
き
と
述

べ
ら
れ
た
方
か
ら
は
、
定
数

減
に
よ
っ
て
住
民
の
声
が
届

か
な
く
な
る
こ
と
を
懸
念
す

る
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　そ
の
他
に
多
く
の
参
加
者

か
ら
、
こ
う
い
っ
た
案
件
は

住
民
に
意
見
を
求
め
る
の
で

は
な
く
、
議
会
議
員
が
自
ら

決
め
る
べ
き
と
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

議会が２名削減でも運営できると判断

するなら削減して報酬を上げればよい

人口割での議員数は他の自治体より

多いので削減は当然である

定数削減
41名　37％

現状維持
32名　29％

その他
38名　34％

議員
報酬

参加者の主なご意見

定数を削減し、財源を充当すればよい

このままでは立候補者がいなくなる

大幅に上げて若者が出るようにすべき

報
酬
増
額

現
状
維
持

報
酬
増
額
の
声 
過
半
数

　参
加
者
の
う
ち
、
約
６
割

の
方
が
報
酬
を
増
額
し
て
は

と
の
ご
意
見
を
示
さ
れ
る
結

果
に
な
り
ま
し
た
。

　村
の
議
員
報
酬
が
月
額
20

万
４
千
円
で
あ
る
こ
と
、
そ

れ
が
県
下
21
町
村
で
最
も
低

い
と
い
う
こ
と
を
議
会
側
か

ら
報
告
し
ま
し
た
。

　報
酬
を
増
額
す
べ
き
と
い

う
方
か
ら
は
、
次
世
代
の
議

員
の
な
り
手
が
い
な
く
な
る

こ
と
を
懸
念
す
る
声
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　現
状
を
維
持
す
べ
き
と
い

う
方
か
ら
は
、
政
務
活
動
費

を
導
入
す
れ
ば
よ
い
の
で
は

と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　多
く
の
地
区
で
、
増
額
・

維
持
を
問
わ
ず
、
議
員
の
活

動
が
見
え
て
こ
な
い
、
報
酬

に
見
合
っ
た
活
動
を
し
て
ほ

し
い
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

報酬増額
64名　58％

現状維持
14名　12％

その他
33名　30％

議員報酬は生活給ではない。生活の

ために議員になるようでは困る

他の自治体と比べるものとは思わない

民間の給与と比べて低いと思わない

調査年月日：平成29年７月19日

社会福祉法人「みんなの輪」の施設視察
（パン工房わ・は・わ　／　わ・は・わ味明　／　わ・は・わ大郷）

Reportレポート

主な活動内容

主な活動内容

総務民生

①米粉パンの製造・販売・出荷
米粉は隣接するわ・は・わ味明で製粉したものを使用して
いる
パン製造を通して、仕事への意識や作業能力向上を目指す
②レクリエーション（毎週金曜日）

①米粉の製粉事業　製粉する米は地元大郷の契約農家のもの
②焼き菓子事業（米粉ドーナツ・クッキー）
③農園作業
④リサイクル（銅線皮むき、ＣＤ仕訳作業）
⑤クリーニング（白衣洗濯、アイロンがけ）

主な活動内容
①さをり織り製品の制作
色や風合いの違うさをり糸を組み合わせて布を織りあげ、
ポーチ・ティッシュケース・小銭入れなどの小物を作っている
②木工作業・手芸品の作成
③ブルーベリー栽培（摘み取り・販売）

き
っ
こ
う

獣害防止柵の現地調査中、地元の区長から柵についての所感を聞くことができた。「柵を作っても
必ず抜け道ができる。完全なものではない。」というのが、率直な感想だという。
村でも獣害防止柵の整備へ向けて準備をしているが、柵だけで果たして農地・農作物は大丈夫な
のかという懸念は消えない。
教育委員会から、いじめ・不登校が多少増加傾向にあるとの報告を受けた。子どもの健やかな成
長が第一である。出来るだけ早急に対策を講じてもらいたい。

●県道大衡仙台線の（仮称）宮床跨道と（仮称）
　宮床川橋の２ヶ所で現地調査を実施。
　宮城県仙台土木事務所より説明を受けた。
　来年度完了を目指して事業を継続している。

◎（仮称）宮床跨道現地調査

●平成29年度はイノシシ24件・クマ13件が住
民・鳥獣被害対策実施隊などから通報されて
いる（H29.８.７現在）

◎侵入防止柵設置状況現地調査

◎調査を終えての所感・意見

◎村のイノシシ・クマ出没状況

第174号（平成29年10月26日）（27） おおひら議会だより

衡上地区での懇談会

第174号（平成29年10月26日） おおひら議会だより （２）

　住
民
に
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
、
議
会
や
村
政
に
対

す
る
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
次
期
改
選
に
向
け
て

「
議
員
定
数
」「
議
員
報
酬
」

を
テ
ー
マ
に
「
住
民
と
議
会

と
の
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　近
隣
の
議
会
議
員
の
報
酬

や
活
動
実
態
の
比
較
、
議
会

活
性
化
特
別
委
員
会
で
の
審

議
内
容
を
報
告
し
、
そ
れ
に

対
し
て
村
民
の
皆
様
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。　次

ペ
ー
ジ
以
降
に
主
な
ご

意
見
、
分
析
等
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

住
民
と
議
会
と
の
懇
談
会

議
員
の
定
数・報
酬
に
つ
い
て

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

第7回

７月31日（月）

８月１日（火）

８月２日（水）

８月３日（木）

８月４日（金）

８月７日（月）

８月８日（火）

１班
２班
１班
２班
１班
２班
１班
２班
１班
２班
１班
２班
１班
２班

合　　　計

衡　　上
駒　　場
大　　森
大 瓜 上
松　　原
奥　　田
衡　　中
衡　　東
衡 中 北
衡　　下
大 瓜 下
衡 中 東
ときわ台
蕨　　崎

12
13
5
8
3
2
8
6
7
9
8
3
6
3
93

2
0
2
1
0
0
4
2
3
1
0
2
0
1
18

14
13
7
9
3
2
12
8
10
10
8
5
6
4
111

開催月日 班　名
男 女
住民参加者数

計
開催地区

常任委員会常任委員会
調査年月日：平成29年８月９日

◎いじめ・不登校の状況（H29.6.30現在）
●いじめ認知件数：小学校0件・中学校4件
●不登校（欠席30日以上）：小学校0名・中学校2名
●不登校傾向（欠席30日未満、別室登校等）：小学校1名・中学校8名
●別室登校、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等の支援、
教育委員会による情報収集、指導助言などで対応

◎学力向上研究指定校事業
●小学校では学力向上研究指定校（県教委より指定）事業を実施している

そ
の
他
の

所
管
事
務
調
査

産業教育

県道大衡仙台線橋梁
（大和町宮床工区）

獣害防止柵（ワイヤーメッシュ柵）
（大和町吉田麓上・麓下・清水地区）

平成28年度 イノシシ出没件数

行政区

大瓜上

大瓜下

駒　場

捕獲

10頭

８頭

０頭

事故死

０頭

０頭

１頭

掘り返し

１件

３件

０件



　今
後
の
国
道
４
号
４
車
線
化

の
見
通
し
は
。

　ま
た
、
村
道
の
接
続
や
側
道

は
ど
う
な
る
の
か
。

　仙
台
河
川
国
道
事
務
所
（
国

交
省
）
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

道
路
設
計
が
最
終
段
階
を
迎
え

て
お
り
、
準
備
が
整
い
次
第
、

今
年
中
に
説
明
会
を
開
催
す
る

予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　村
道
と
の
接
続
や
側
道
計
画
、

今
後
の
事
業
の
進
め
方
は
、
こ

の
説
明
会
で
示
さ
れ
る
。

　黒
川
消
防
署
大
衡
出
張
所
入

口
交
差
点
以
北
の
国
道
沿
い
の

農
振
農
用
地
に
つ
い
て
は
。

　河
原
交
差
点
か
ら
北
の
国
道

４
号
の
西
側
は
農
振
農
用
地
だ

が
、
そ
れ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
が

農
振
地
域
外
の
農
地
と
な
っ
て

い
る
。

　村
内
の
小
規
模
宅
地
開
発
に

よ
る
住
宅
新
築
状
況
を
ど
う
把

握
し
て
い
る
か
。

４車線化が待たれる国道４号

　地
区
計
画
の
五
反
田
・
亀
岡

地
区
や
平
林
地
区
な
ど
で
29
区

画
が
分
譲
さ
れ
、
早
々
に
完
売

し
て
お
り
、
地
区
計
画
内
で
１

４
８
件
の
開
発
が
届
出
さ
れ
て

い
る
。

　現
在
、
大
衡
村
で
は
塩
浪
地

区
宅
地
造
成
で
の
分
譲
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
が
完
了

し
、
国
道
４
号
４
車
線
化
が
具

体
化
し
た
後
、
国
道
沿
線
の
地

区
計
画
を
策
定
し
て
は
ど
う
か
。

　国
道
沿
線
に
は
下
水
道
が
通

っ
て
い
て
、
農
振
農
用
地
も
少

な
い
。
大
衡
村
ら
し
い
コ
ン
パ

ク
ト
で
効
率
的
な
宅
地
開
発
を

考
え
た
方
が
現
実
的
で
は
な
い

か
。　地

区
計
画
は
、
住
民
の
合
意

に
基
づ
き
、
地
区
の
特
性
に
合

わ
せ
て
市
町
村
が
定
め
る
都
市

計
画
だ
が
、
県
の
同
意
が
条
件

と
な
る
。

　区
域
の
拡
大
は
極
め
て
厳
し

い
状
況
で
は
あ
る
が
、
国
道
４

号
沿
線
の
良
好
な
市
街
地
環
境

の
形
成
を
図
る
た
め
に
は
、
地

区
計
画
の
策
定
は
重
要
な
検
討

課
題
と
捉
え
て
い
る
。
拡
幅
事

業
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
検

討
し
た
い
。

おおひら議会だより （24）

細川　幸郎 議員
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第174号（平成29年10月26日）

   

第174号（平成29年10月26日）（５） おおひら議会だより

国道４号拡幅後を見据え
　　　　　　　地区計画の拡大を
厳しい状況だが
　　　重要な課題と捉えている　70代以上

23名　24％

30代 4名 4％
40代 6名 ７％

アンケート回答者：95名　回収率：85.6％

50代
19名　20％

60代
43名　45％

懇談
内容

参加者からの主なご意見・ご要望（アンケート記載）

参
加
者
層
の
固
定
化
が
進
む

　今
回
の
懇
談
会
に
は
前
回
を

上
回
る
１
１
１
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　し
か
し
、
左
記
の
ア
ン
ケ
ー

ト
回
収
結
果
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
参
加
者
の
大
半
が
60
代

以
上
と
な
っ
て
お
り
、
20
代
以

下
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　女
性
は
18
名
と
、
前
回
の
懇

談
会
よ
り
も
減
少
し
ま
し
た
。

●テーマを絞った懇談で多くの意見が聞けた

●参加人数が少ないように感じる

●住民との会話、報告を多く企画すべき

●議会の活動状況が少し理解できた

●村民へもっと議会活動を知ってもらえるように、議会のライブ中継をしてはどうか

●災害などが発生した後に、もっと懇談会を開いて意見・要望をすくい上げるべきでは

●地域のざっくばらんな要求・要望を取り上げ、住民との対話を深めてもらいたい

今後の
展開

今後のスケジュール

12
月
定
例
会
で

　
委
員
会
報
告

　今
回
の
懇
談
会
で
村
民
の
皆

様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

参
考
に
、
こ
れ
か
ら
の
議
会
が

村
民
を
代
表
す
る
合
議
制
の
機

関
と
し
て
、
皆
様
の
付
託
に
応

え
得
る
よ
う
な
、
よ
り
良
い
形

に
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
、
議

会
活
性
化
特
別
委
員
会
に
お
い

て
議
論
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

アンケートから見える
懇談会参加者の年齢構成

　議
員
定
数
・
議
員
報
酬
に
関

す
る
件
に
つ
い
て
は
、
左
記
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
進
行

し
、
平
成
30
年
３
月
定
例
会
に

お
い
て
、
条
例
の
改
正
な
ど
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　今
後
の
議
会
の
在
り
方
へ
の

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　参
加
さ
れ
た
住
民
か
ら
も
、

若
い
世
代
の
少
な
さ
、
い
つ
も

同
じ
顔
ぶ
れ
の
出
席
者
で
あ
る

こ
と
を
危
惧
す
る
声
が
あ
り
ま

し
た
。

　様
々
な
立
場
の
方
々
か
ら
多

様
な
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
す
る
懇
談
会
と
し
て
、

よ
り
広
く
、
よ
り
多
く
の
方
々

が
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
努
め

て
い
き
ま
す
。

●若者を参加させる具体策を検討してほしい

●もっと若い世代と気楽に話してほしい

●資料を前もって配布してほしい

●懇談会の日程は半年前には決めてほしい

H29.12

H30.3

H31.4

議会活性化特別委員会
議員報酬・議員定数に関する
委員会討論及び採決
議会活性化特別委員会
議員報酬・議員定数に関する
委員会中間報告作成
本会議
委員長報告
議会基本条例制定
本会議
議員報酬・議員定数に関する
条例改正（予定）

一年間の周知期間

議会改選

一般質問村政を問う

H29.9
～

H29.10

H29.10
～

H29.11

H30.4
～
H31.3

ごみ集積所（ときわ台地区）

平成27年関東・東北豪雨被害状況（衡下地区）

新田沢ため池（王城寺原演習場内）

◎王城寺原演習場周辺
　障害防止対策の現地調査

　
　善
川
の
遊
水
地
計
画
に
対
す

る
不
信
・
不
安
が
あ
る
。
地
元
の

意
見
を
積
極
的
に
発
信
し
て
ほ
し

い
。　

　こ
れ
ま
で
も
国
へ
地
元
の
意

見
を
伝
え
、
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
国
交
省
か
ら
情
報
を
収
集

し
、
積
極
的
に
提
供
し
て
い
き
ま

す
。

　
　今
春
、
除
雪
を
依
頼
し
た
が
、

業
者
の
除
雪
車
が
壊
れ
て
い
る
と

言
わ
れ
、
対
応
し
て
も
ら
え
な
か

っ
た
。

　
　今
回
の
よ
う
な
機
械
の
故
障

時
に
は
、
村
内
除
雪
作
業
中
の
他

社
の
状
況
等
を
確
認
し
な
が
ら
、

臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
　昨
年
度
の
割
増
商
品
券
は
、

村
内
で
利
用
可
能
な
店
舗
が
少
な

く
、
魅
力
を
感
じ
な
か
っ
た
。

　
　村
内
の
利
用
可
能
店
舗
が
拡

大
で
き
る
よ
う
商
工
会
と
連
携
し

て
い
き
ま
す
。

　
　と
き
わ
台
地
区
の
生
活
ご
み

集
積
カ
ゴ
が
小
さ
い
。
ま
た
、
収

集
時
間
が
午
後
２
時
に
設
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
カ
ラ
ス
に

よ
っ
て
ご
み
が
散
乱
し
て
い
る
。

　
　各
地
区
の
ご
み
集
積
所
は
、

各
地
区
衛
生
組
合
の
管
理
で
あ
り
、

増
設
す
る
場
合
、
費
用
の
一
部
を

村
が
補
助
し
て
い
ま
す
。

　生
活
ご
み
の
収
集
運
搬
は
１
業

者
が
行
っ
て
お
り
、
収
集
時
間
は

ご
理
解
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
　村
内
の
高
校
生
は
通
学
手
段

が
乏
し
く
不
便
で
あ
る
。
村
外
へ

通
学
す
る
生
徒
の
足
の
確
保
を
お

願
い
し
た
い
。

　
　万
葉
バ
ス
を
「
黒
川
高
校
」

経
由
に
路
線
変
更
し
、
大
崎
方
面

へ
の
「
三
本
木
大
衡
線
」
、
仙
台

方
面
へ
の
「
仙
台
加
美
線
」
「
仙

台
大
衡
線
」
な
ど
を
運
行
し
て
い

ま
す
。

　今
後
も
利
用
人
数
や
費
用
対
効

果
を
勘
案
し
つ
つ
、
利
便
性
向
上

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー
券
は
一

回
の
利
用
に
制
限
が
あ
る
。
他
市

町
と
合
同
で
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
で

き
な
い
か
。

　
　一
回
の
乗
車
で
使
用
で
き
る

枚
数
制
限
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
か
ら
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　他
市
町
と
の
公
共
交
通
の
連
携

に
つ
い
て
は
、
過
去
に
広
域
で
検

討
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
自

治
体
の
考
え
方
の
違
い
も
あ
り
、

実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
で

す
。　

　汚
染
牧
草
の
仮
置
き
場
の
除

草
管
理
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な

い
。
隣
接
地
は
水
田
で
あ
り
、
カ

メ
ム
シ
等
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
　年
に
３
回
除
草
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
後
は
周
辺
住
民
の
迷
惑

と
な
ら
な
い
よ
う
管
理
を
し
て
い

き
ま
す
。
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委員会

報　告

委員会開催状況一覧

塩浪地区住宅団地整備調査
特別委員会中間報告

遊
水
地
計
画･

汚
染
牧
草
な
ど

村
政
の
課
題
へ
の
意
見･

要
望

開催日 審議内容
H29. 2 . 6

H29.2.27

H29. 8 . 8

正副委員長の選出
請負工事等の進捗状況現地調査
今後の事業スケジュールについて
字（あざ）の区域をあらたに画すること
宅地販売について
請負工事等の進捗状況現地調査
今後の事業スケジュールについて
宅地販売について〇調査の結果

1.各種請負工事について
　道路、下水道等の各種工事が遅れており、８件を平成29年度に繰越して工期を延長している。
　あらかじめ工事の発注時に適切な工期を設定するよう指摘。

2.宅地販売業務について
　販売業務は宮城県住宅供給公社に委託することに決定。
　・平成29年度委託金額：18,830,880円　　・宅地販売予定価格：平均24,000円/㎡

ときわ台南造成地現地調査

委員会
報　告

現地調査箇所

王城寺原演習場対策
　　特別委員会中間報告

・一文字堰堤

・一文字砂防ダム

・焼切･沓掛用排水路

・新田沢ため池

・新田沢砂防ダム、砂溜工

〇調査の結果
１．一文字砂防ダムから一文字堰堤への導水管が、東日本大震災で損傷したため封鎖されている。
　　そのため、砂防ダムからの排水が堰堤へ通水されていない状況である。

２．新田沢砂溜工及び新田沢ため池に演習場地内から土砂が流入し、常時濁り水の状態になっている。
　演習場内に保水能力がないため、雨水が土砂とともに流入することが原因と思われる。
　　ため池樋管等の維持管理に支障があり、早期に改善が必要。

平成29年
９月25日

ひ かん

意見

要望

答 問

答 問

答 問 答 問

答 問

答 問答 問

遊
水
地
計
画
へ
の
意
見

除
雪
作
業
へ
の
要
望

と
き
わ
台
の
ご
み
収
集

割
増
商
品
券
へ
の
要
望

公
共
交
通
の
拡
充
を

高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー
助
成

汚
染
牧
草
の
管
理



自

（48.5％）

源

財

存

依

（51.5％）

源

財

主

　児
童
館
の
利
用
児
童
数
は
、

一
日
平
均
１
０
０
人
を
超
え
て

い
る
。
利
用
時
間
帯
に
お
い
て

は
、
玄
関
ホ
ー
ル
の
棚
周
辺
に

ラ
ン
ド
セ
ル
等
が
う
ず
高
く
積

ま
れ
、
ホ
ー
ル
内
の
通
行
の
妨

げ
と
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
ト
イ
レ
の
現
状
に
つ

い
て
も
子
ど
も
達
か
ら
不
満
の

声
が
上
が
っ
て
お
り
、
改
修
等

の
対
応
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　児
童
館
の
利
用
児
童
数
は
一

日
平
均
１
０
０
人
前
後
で
推
移

し
て
い
る
。
平
成
７
年
４
月
に

移
転
後
、
エ
ア
コ
ン
修
繕
、
グ

ラ
ン
ド
整
備
等
の
環
境
改
善
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　指
摘
さ
れ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
置

き
場
の
状
況
は
、
子
ど
も
達
が

集
中
す
る
午
後
２
時
半
か
ら
４

時
頃
ま
で
の
時
間
帯
に
見
ら
れ

る
。
限
ら
れ
た
施
設
面
積
の
中

で
、
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
達

に
不
便
を
か
け
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
。

　ト
イ
レ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

男
子
と
女
子
の
ト
イ
レ
が
各
１

ヶ
所
し
か
な
い
の
で
そ
の
指
摘

か
と
思
う
が
、
児
童
館
か
ら
ト

イ
レ
利
用
に
支
障
が
あ
る
と
の

報
告
は
な
い
。

児童館ランドセル置き場の状況

　平
成
28
年
度
の
児
童
館
利
用

児
童
の
事
故
発
生
件
数
と
そ
の

内
容
は
。

　通
院
せ
ざ
る
を
得
な
い
重
症

の
事
故
は
３
件
で
あ
り
、
一
年

生
女
子
の
手
の
骨
折
、
同
じ
く

一
年
生
女
子
が
頭
部
出
血
、
二

年
生
女
子
の
足
首
骨
折
の
報
告

を
受
け
て
い
る
。

　若
い
世
代
の
方
々
が
、
大
衡

村
に
居
住
す
る
と
な
る
と
、
共

働
き
世
帯
は
学
童
保
育
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
。

　児
童
館
の
果
た
す
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
に
な
り
、
今
後
の

児
童
館
は
一
層
の
施
設
整
備
が

求
め
ら
れ
る
。

　そ
こ
で
旧
幼
稚
園
跡
地
に
児

童
館
を
移
設
、
図
書
館
を
併
設

し
、
登
録
児
童
、
そ
の
他
の
小

学
生
も
立
ち
寄
っ
て
読
書
が
出

来
る
新
し
い
施
設
を
考
え
て
は

ど
う
か
。

　旧
幼
稚
園
舎
の
利
活
用
に
つ

い
て
は
研
究
調
査
中
で
あ
り
、

図
書
館
の
整
備
も
想
定
の
中
に

あ
る
。
児
童
館
が
現
在
は
手
狭

だ
と
い
う
こ
と
も
認
識
し
て
お

り
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

子育て支援

おおひら議会だより （22）

山路　澄雄 議員

 

議

　員

 

議

　員

 

議

　員
 

村

　長

 

村

　長

 

健
康
福
祉
課
長

 

健
康
福
祉
課
長

第174号（平成29年10月26日）第174号（平成29年10月26日）（７） おおひら議会だより

児童館における
　　　学童保育の改善を求める

手狭と認識、検討する

村税などの伸び村税などの伸び平成28年度

決算認定

歳 入
（ 財 源 ）

歳 出
（使いみち）

村税
14億8,790万円

32.2％

村税の内訳
固定資産税
村民税
たばこ税
軽自動車税
特別土地保有税

 10億8,601万円
 3億2,227万円

5,725万円
1,937万円

300万円

繰入金
4億1,794万円

9.1％

繰越金
1億6,884万円
3.7％

その他
自主財源

3億183万円
6.5％

地方交付税
9億2,559万円

20.1％

国庫支出金
5億2,564万円

11.4％

村債（借入金）
3億600万円

6.6％

県支出金
2億2,422万円
4.9％

その他依存財源
2億5,729万円　5.5％

歳入総額
46億1,525万円

＜自主財源＞
　地方税や手数料、寄付金など、
村が自主的に調達できるお金、使
いみちが自由に決められる。自主
財源が多いほど、行政活動の自主
性・安定性が高いとされる。
　平成28年度は自主財源比率が依
存財源比率を上回った。

＜依存財源＞
　国、県、借入金などに頼ったお
金、使いみちには制限がある。

◆　主な実施事業　◆
地域型保育施設委託料……1,811万円

障害福祉サービス事業所等
整備費補助金………………2,500万円

尾西中山線改良舗装事業…9,545万円

万葉サンサンエネルギー
発電普及促進助成……………535万円

歳出総額
42億3,786万円

土木費
8億2,518万円

19.5%

民生費
8億843万円

19.1%

総務費
7億1,599万円

16.9%

衛生費
3億8,673万円

9.1%

教育費
3億3,138万円

7.8%

公債費
3億5,270万円

8.3%

農林水産業費
1億6,084万円
3.8%

商工費
1億5,640万円
3.7%

消防費など
4億1,583万円

9.8%

議会費　8,438万円　2.0%

724,668円
（前年度 743,946円）

村民１人あたり
H29.3.31 現在 5,848人

賛成９ 反対３・

一般質問村政を問う

子育て支援
　私
は
こ
れ
ま
で
の
一
般
質
問

や
総
括
質
疑
の
中
で
、
私
が
情

報
公
開
を
請
求
し
た
八
項
目
の

書
類
は
公
文
書
で
は
な
い
か
と

質
問
し
て
き
た
。

　私
は
こ
の
件
に
つ
い
て
訴
訟

を
起
こ
し
て
い
る
。
弁
護
士
か

ら
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
八
項
目

の
書
類
の
中
身
は
、
総
務
課
長

自
ら
が
作
成
し
た
も
の
が
三
通
、

前
副
村
長
が
作
成
し
た
も
の
が

一
通
、
女
性
職
員
が
作
成
し
た

も
の
が
三
通
、
前
副
村
長
に
郵

送
さ
れ
た
投
書
（
県
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
こ
う
い
っ
た
ケ
ー

ス
は
村
に
到
達
し
た
も
の
と
さ

れ
る
）
が
一
通
で
あ
る
。
こ
の

八
項
目
の
書
類
に
つ
い
て
は
、

総
務
課
長
は
そ
の
存
在
を
認
め

て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
書
類
は
、
公
文

書
と
し
て
保
管
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

　平
成
27
年
６
月
議
会
で
、
女

性
職
員
に
当
時
議
長
だ
っ
た
萩

原
村
長
が
電
話
を
し
た
が
、
話

す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
別
の
議
員
は
何
度
も
連

絡
を
取
り
合
っ
た
と
私
た
ち
に

話
し
た
こ
と
を
質
問
し
た
が
、

萩
原
村
長
は
「
い
や
、
何
度
も

で
は
な
く
、一
〜
二
回
く
ら
い

だ
」と
答
弁
し
た
の
は
、
虚
偽

の
答
弁
で
は
な
い
か
。

文書の入ったキャビネット

　
そ
の
当
時
の
女
性
職
員
と
私

は
、
一
回
も
そ
の
後
面
談
も
一

切
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
私
は

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
覚

え
は
な
い
。

　答
え
に
な
っ
て
い
な
い
。
細

川
議
長
は
当
時
の
議
事
録
を
見

て
認
識
し
て
い
る
。
認
識
し
て

い
な
い
の
は
萩
原
村
長
だ
け
だ
。

　
当
時
の
議
長
と
し
て
私
が
連

絡
を
し
て
も
、
電
話
に
出
な
か

っ
た
。　

同
僚
議
員
に
女
性
職
員
が
心

を
許
し
、
連
絡
を
し
た
と
話
し

た
が
、
私
に
は
分
か
ら
な
い
。

　そ
の
同
僚
議
員
と
は
誰
か
。

私
の
家
で
は
名
前
を
言
っ
た
が
。

　
議
場
で
は
話
せ
な
い
。

　
私
は
そ
の
文
書
が
何
を
指
す

の
か
分
か
ら
な
い
。
当
時
私
は

村
長
で
は
な
い
。
村
で
保
管
も

し
て
い
な
い
。

　存
在
を
認
め
て
い
る
書
類
を

保
管
し
て
い
な
い
と
す
る
な
ら

ば
「
証
拠
隠
滅
に
繋
が
り
ま
せ

ん
か
」
と
住
民
の
皆
さ
ん
は
言

っ
て
い
る
が
。

　
な
い
も
の
に
は
答
弁
で
き
な

い
。

みんなで育てる大衡の子ども達
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文屋　裕男 議員

 

議

　員

 

議

　員

 

議

　員

 

議

　員

 

議

　員

 

村

　長

 

村

　長
 

村

　長

 

村

　長

 

村

　長

文書取扱規程で定義している
行政文書（公文書）の取扱いは

こ
れ
ま
で
の
答
弁
に
偽
り
は
な
い
か

一般会計歳出

42億3,786万円
（前年度比2.3％減）

　平
成
29
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
５
日
か
ら
14
日
ま
で
の

10
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　村
長
提
出
案
件
は
、
教
育
委
員
の
任
命
同
意
１
件
、
条
例
改

正
２
件
、
平
成
29
年
度
補
正
予
算
７
件
、
平
成
28
年
度
各
種
会

計
決
算
認
定
８
件
の
全
18
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と

歳入決算額会　計　別 歳出決算額

特
別
会
計

企業
会計

水
道

 6億1,773万円

 3億1,231万円

 5億3,801万円

3,405万円

5,002万円

 3億354万円

 2億4,190万円

97万円

 5億5,958万円

 3億933万円

 5億1,648万円

3,270万円

4,907万円

 3億337万円

 2億2,921万円

1,559万円

国民健康保険事業

下 水 道 事 業

介 護 保 険 事 業

戸別合併処理浄化槽

後 期 高 齢 者 医 療

宅 地 造 成 事 業

収益的収支(税抜)

資本的収支(税込)

9月定例会

◎各種会計別決算◎

一般質問 村政を問う

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

　そ
の
ほ
か
健
全
化
判
断
比
率
並
び
に
資
金
不
足
比
率
の
状
況

に
つ
い
て
１
件
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　一
般
質
問
は
９
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。
16
ペ
ー
ジ
か

ら
24
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

順調順調

を充実を充実



にぎわうふるさと祭り

防火服

　行
政
視
察
研
修
で
訪
問
し
た

三
重
県
多
気
町
で
は
、
学
校
司

書
を
小
中
学
校
全
７
校
に
配
置

し
、
そ
の
予
算
は
自
治
体
の
自

主
財
源
で
賄
っ
て
い
た
。
学
校

図
書
の
役
割
の
大
切
さ
、
学
校

司
書
の
必
要
性
を
実
感
し
た
。

　教
育
現
場
で
不
登
校
、
い
じ

め
が
発
生
し
て
い
る
中
で
、
環

境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。
学

校
図
書
館
の
学
校
司
書
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か
。

　教
育
委
員
会
研
修
で
訪
問
し

た
先
進
地
秋
田
県
東
成
瀬
村
で

は
、
読
書
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

年
間
で
児
童
一
人
に
対
す
る
図

書
購
入
費
用
は
約
６
０
０
０
円

で
あ
っ
た
。
対
し
て
本
村
は
１

５
０
０
円
で
あ
る
。

　学
校
図
書
館
の
学
校
司
書
は
、

学
習
活
動
を
支
援
す
る
機
能
と

児
童
生
徒
の
豊
か
な
心
を
育
む

機
能
を
有
す
る
非
常
に
重
要
な

も
の
で
、
さ
ら
な
る
充
実
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

　本
村
に
お
い
て
も
、
専
門
性

を
持
っ
た
司
書
の
配
置
な
ど
、

学
校
図
書
館
の
充
実
を
考
え
る

べ
き
で
は
。

　学
校
司
書
の
配
置
を
含
め
、

学
校
図
書
館
、
そ
し
て
公
共
の

図
書
館
の
充
実
を
目
指
し
て
い

く
。

子ども達による図書の貸し出し（小学校）

　役
場
庁
舎
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
無
く
、
障
害
を
持
っ
た
方
や

足
腰
の
弱
っ
た
高
齢
者
に
と
っ

て
、
非
常
に
不
便
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

　本
村
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
今

後
の
考
え
を
問
う
。

　来
庁
さ
れ
る
方
に
ご
不
便
を

か
け
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
、

使
い
や
す
い
施
設
で
は
な
く
、

不
十
分
な
点
が
あ
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

　今
後
の
庁
舎
内
の
環
境
づ
く

り
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

　エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る

た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か

ら
検
討
し
、
設
置
の
可
否
も
慎

重
に
研
究
し
て
い
く
。

　椅
子
式
の
自
動
昇
降
機
の
設

置
も
考
え
て
い
く
。

　
　従
来
２
日
間
実
施
し
て
い
た

ふ
る
さ
と
祭
り
を
一
日
に
し
た
こ

と
で
、
ど
の
よ
う
な
影
響
や
効
果

が
あ
っ
た
の
か
。

　
　一
日
に
し
た
こ
と
で
、
諸
経

費
が
縮
減
さ
れ
た
。

　一
日
当
た
り
の
来
場
者
数
や
、

出
店
の
売
上
げ
な
ど
は
増
加
し
た
。

　
　ふ
る
さ
と
祭
り
・
万
葉
ま
つ

り
と
も
、
業
者
選
定
は
実
行
委
員

会
が
行
う
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
も
取

っ
て
参
考
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　実
行
委
員
会
で
多
く
の
方
が

来
て
く
れ
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
検
討

し
、
そ
れ
に
沿
っ
た
事
業
を
実
施

し
て
い
く
。

　
　現
在
消
防
Ｏ
Ｂ
団
員
が
、
49

人
で
あ
る
。
今
後
増
や
す
こ
と
は

可
能
か
。

　
　Ｏ
Ｂ
団
員
の
定
数
は
60
名
以

内
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
だ
10

名
程
度
の
余
裕
は
あ
る
。

　
　消
火
作
業
用
の
防
火
服
を
増

や
せ
な
い
か
。

　
　適
当
な
助
成
事
業
が
あ
る
か

ど
う
か
調
査
検
討
す
る
。

　
　ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
等
寝
具

洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
は
、
対

象
人
数
に
比
べ
て
利
用
率
が
低
い

の
で
は
な
い
か
。

　
　65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

世
帯
と
高
齢
者
の
み
の
世
帯
４
９

４
軒
の
う
ち
、
26
名
が
利
用
し
て

い
る
。
本
当
に
必
要
な
人
が
利
用

で
き
る
よ
う
、
今
年
度
中
に
内
容

等
を
検
討
し
て
い
く
。

た

　き
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教
育
長

 

教
育
長
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学校司書配置を目指す
小･中学校に学校司書の配置を

 

議

　員

 

議

　員

 

村

　長

 

村

　長

役
場
庁
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

総
合
的
な
整
備
を
検
討
し
て
い
く

決算
質疑 決算をきび

一般質問村政を問う

ふ
る
さ
と
祭
り
・
万
葉
ま
つ
り
に
つ
い
て

非
常
備
消
防
に
つ
い
て

在
宅
介
護
支
援
事
業

答 問

答 問

答 問

答 問

答 問

血管年齢測定器

石川敏委員長

　
村
道
海
老
沢
線
は
幅
員
が
狭

く
、
消
防
車
な
ど
の
緊
急
車
両

の
進
入
さ
え
制
限
さ
れ
る
。
ま

た
、
村
内
で
も
数
少
な
い
市
街

化
区
域
な
の
に
、
新
た
な
開
発

行
為
も
認
可
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
さ
ら
に
災
害
時
の
避
難
道
路

と
し
て
も
貧
弱
で
あ
り
、
地
域

住
民
の
安
全
の
た
め
早
急
に
拡

幅
改
修
工
事
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
長
い
歴
史
を
持
つ
村
民
体
育

大
会
だ
が
、
新
学
習
指
導
要
領

が
小
中
学
校
で
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
登
校
日
と
し
て
対

処
す
る
事
が
難
し
く
な
っ
て
く

る
。
ま
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
も
、
各
地
区
の
人
口
や
年
代

層
の
バ
ラ
つ
き
は
増
大
し
、
選

手
選
考
に
苦
労
し
て
い
る
。

　
運
営
内
容
を
再
検
討
す
べ
き

で
は
。

幅員の狭い海老沢地区の村道

　昭
和
55
年
に
路
線
認
定
し
た

が
、
路
線
は
ほ
ぼ
未
改
良
区
間

で
あ
り
、
車
両
通
行
に
も
支
障

を
き
た
す
状
況
を
深
く
認
識
し

て
い
る
。
ま
た
、
市
街
化
区
域

で
は
あ
る
が
有
効
な
土
地
利
用

が
図
れ
な
い
状
況
で
あ
る
事
も

理
解
し
て
い
る
。

　地
域
の
安
全
安
心
の
環
境
づ

く
り
と
共
に
、
土
地
利
用
計
画

を
考
え
て
い
く
た
め
に
は
、
地

区
住
民
及
び
土
地
所
有
者
の
主

体
性
を
尊
重
し
、
村
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
く
。

　
都
市
計
画
の
中
の
市
街
化
区

域
で
あ
り
、
県
な
ど
と
の
協
議

が
必
要
と
の
事
だ
が
、
地
区
住

民
の
協
力
を
得
て
要
望
す
れ
ば
、

素
早
い
対
応
を
す
る
の
か
。

　村
道
で
は
あ
る
が
、
県
と
の

協
議
が
必
要
に
な
る
。

　改
修
は
当
然
進
め
て
い
く
べ

き
路
線
と
認
識
し
、
検
討
し
て

い
く
。

　村
民
が
楽
し
み
に
し
て
い
る

行
事
だ
が
、
学
校
の
負
担
に
つ

い
て
も
考
慮
す
べ
き
時
期
に
来

た
。　プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
関

係
者
の
意
見
や
話
し
合
い
に
基

づ
き
、
状
況
に
応
じ
た
検
討
を

し
て
い
く
。

　
　各
地
区
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ

ー
ス
を
作
る
と
の
話
が
あ
っ
た
が
、

実
績
は
。

　
　駒
場
地
区
が
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
て
マ
ッ
プ
を
作
成
・
配
布
し

て
い
る
。

　保
健
活
動
推
進
委
員
や
食
生
活

改
善
推
進
委
員
な
ど
が
、
地
区
ご

と
の
コ
ー
ス
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　小
中
学
生
の
肥
満
に
は
ど
う

対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　小
学
６
年
生
男
子
の
25
％
が

肥
満
と
い
う
状
態
な
の
で
、
体
育

の
授
業
で
走
る
活
動
を
取
り
入
れ
、

万
歩
計
の
貸
与
や
、
食
育
な
ど
の

働
き
か
け
を
強
化
し
て
い
く
。

　
　和
太
鼓
教
室
の
今
後
の
活
動

は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

　
　29
年
度
で
プ
ロ
に
よ
る
指
導

教
室
は
終
了
す
る
の
で
、
そ
の
後

は
チ
ー
ム
員
に
よ
る
自
主
活
動
に

な
る
予
定
。
詳
細
は
今
後
検
討
し

て
い
く
。

　
　降
雪
が
あ
っ
た
と
き
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
が
来
な
か
っ
た
日
が
あ

っ
た
が
。

　
　積
雪
に
よ
り
バ
ス
の
時
刻
が

遅
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
運
行
時

間
を
守
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

　
　運
転
業
務
の
人
数
体
制
は
。

　
　バ
ス
２
台
を
運
転
手
２
名
、

補
助
員
１
名
で
対
応
し
て
い
る
が
、

何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
て
も

通
常
の
運
転
業
務
に
支
障
を
き
た

さ
な
い
よ
う
、
対
応
を
考
え
て
い

く
。
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　長

 

村

　長

 

村

　長

改修が必要と考えている
海老沢地区村道の拡幅改修を進めよ

村
民
体
育
大
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

状
況
に
応
じ
て
検
討

決 算 審 査
特別委員会

主 　 な 　 質 　 疑

　平成28年度各種会計の決算を審査するため、決
算審査特別委員会（委員長 石川敏・副委員長　遠
藤昌一）が６日間にわたり開かれました。
　特別委員会では、各課長などに質疑を行い、慎
重審議した結果、「認定すべき」と決定し、14日の
本会議で議長に報告しました。　

しく審査

答 問

答 問答 問答 問

答 問

一般質問 村政を問う

和
太
鼓
教
室
の
こ
れ
か
ら

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

村
の
健
康
増
進
事
業
に
つ
い
て



Ａ
Ｅ
Ｄ

　
今
後
懸
念
さ
れ
る
、
消
防
団

員
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
所
有
率
の
低

下
に
対
応
す
べ
く
、
軽
消
防
車

（
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
軽
消
防

車
）
の
導
入
を
早
急
か
つ
計
画

的
に
求
め
る
。

　近
年
他
町
で
は
、
火
災
に
対

す
る
初
動
態
勢
を
確
立
さ
せ
る

た
め
、
軽
消
防
車
の
導
入
が
進

ん
で
い
る
。

　ま
た
、
今
後
団
員
が
軽
ト
ラ

ッ
ク
を
所
有
し
な
い
分
団
が
出

て
く
る
懸
念
は
、
同
様
に
感
じ

て
い
る
。

　こ
れ
を
補
う
た
め
に
も
、
Ｏ

Ｂ
団
員
と
の
連
携
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　軽
消
防
車
を
導
入
し
た
場
合
、

火
災
対
応
の
即
応
性
や
、
ポ
ン

プ
搬
送
の
負
担
軽
減
は
図
ら
れ

る
が
、
車
両
の
維
持
管
理
、
活

用
計
画
の
策
定
な
ど
、
団
員
の

負
担
も
増
え
る
。

　村
全
体
の
事
業
等
を
勘
案
し

な
が
ら
進
め
た
い
。

　
第
六
分
団
（
奥
田
地
区
）
の

ポ
ン
プ
小
屋
は
旧
態
依
然
の
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
改
修
が
急

が
れ
る
。

　現
在
整
備
さ
れ
て
い
な
い
の

は
、
第
六
分
団
の
み
と
な
っ
て

お
り
、
整
備
の
必
要
性
は
十
分

認
識
し
て
い
る
。

改修が待たれる第六分団のポンプ小屋

落下した横看板

　
第
六
分
団
の
ポ
ン
プ
小
屋
改

修
に
合
わ
せ
、
軽
消
防
車
を
導

入
す
る
の
は
、
絶
好
の
機
会
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
他
の
分
団

に
つ
い
て
も
今
後
計
画
的
に
更

新
が
必
要
と
考
え
る
。
幹
部
会

な
ど
を
通
し
て
、
村
の
方
向
性

な
ど
示
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
。

　軽
消
防
車
は
一
台
６
０
０
万

円
ほ
ど
の
経
費
が
か
か
る
。
軽

消
防
車
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
、
全
分
団
に
配
置
で
き
る

可
能
性
と
し
て
、
軽
自
動
車
を

改
装
し
対
応
で
き
な
い
か
検
討

す
る
。

　ま
た
、
軽
自
動
車
を
導
入
す

る
に
は
、
ポ
ン
プ
小
屋
の
改
修

も
各
分
団
で
必
要
に
な
る
。

　今
後
の
計
画
に
つ
い
て
、
消

防
団
の
皆
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ
な

方
策
を
検
討
し
た
い
。

　開
会
式
前
の
入
場
行
進
に
お
い

て
、
門
の
下
に
座
っ
て
待
機
し
て

い
た
小
学
一
年
生（
８
名
）と
子
ど

も
を
探
し
て
い
た
大
人（
１
名
）に
、

入
場
門
に
架
け
て
い
た
横
看
板
が

落
下
し
、
負
傷
し
た
も
の
。

　事
故
発
生
時
は
職
員
が
近
く
に

お
ら
ず
、
す
ぐ
に
事
故
に
気
付
く

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

　そ
の
た
め
、
事
故
状
況
の
確
認

が
遅
れ
、
ま
た
、
体
育
大
会
の
進

行
も
止
め
な
か
っ
た
こ
と
で
対
応

が
遅
れ
た
。

　さ
ら
に
、
救
急
車
を
呼
ぶ
判
断

を
怠
っ
た
こ
と
で
、
治
療
の
遅
れ

を
生
じ
さ
せ
た
。

　負
傷
者
宅
に
戸
別
訪
問
し
、
状

況
を
確
認
し
た
。

　今
後
は
あ
ら
ゆ
る
事
態
を
想
定

し
、
緊
急
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

策
定
し
、
万
全
を
期
し
て
い
く
。

　
　各
地
区
集
会
所
に
設
置
さ
れ

た
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
事
業
の
補
助
金
の

概
要
は
。

　
　東
日
本
大
震
災
復
興
基
金
か

ら
繰
入
れ
し
「
す
ば
ら
し
い
大
衡

を
創
る
協
議
会
」
に
対
し
補
助
金

を
交
付
し
て
い
る
。

　
　Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
は
区
長
会
か

ら
の
要
望
な
の
か
。

　
　総
務
課
内
で
検
討
し
た
結
果

で
あ
り
、
区
長
会
議
で
全
区
長
に

説
明
し
て
い
る
。

おおひら議会だより （18）

佐々木春樹 議員

 

議

　員

 

議

　員

 

議

　員

 

村

　長

 

村

　長

 

村

　長

第174号（平成29年10月26日）第174号（平成29年10月26日）（11） おおひら議会だより

消防団と方策を検討していく
軽消防車導入による消防力強化を

全 員
協議会
平成29年
９月５日 入場門看板落下事故について

第64回大衡村民体育大会における

期日：平成29年９月３日（日）

　　　午前８時35分ごろ

場所：大衡中学校校庭

事
故
の
内
容

事
故
発
生
時
の
対
応

事
故
後
の
対
応

◎
あ
ら
ま
し
◎

　第
64
回
大
衡
村
村
民
体
育
大
会
で
発
生
し

た
事
故
に
つ
い
て
、
事
故
の
内
容
、
発
生
時

の
対
応
、
事
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
執
行
部

か
ら
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

一般質問村政を問う

認定すべきと決定
特別会計７会計も認定すべきと決定

一般会計委員会採決
反対２賛成９

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

答 問答 問

不法投棄監視カメラ

老朽化による水漏れ

　本
村
の
介
護
保
険
の
一
号
被

保
険
者
数
、
要
支
援
１
、
２
・

要
介
護
１
〜
５
認
定
者
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
は

何
人
か
。

　平
成
28
年
度
末
で
は
65
歳
以

上
の
一
号
被
保
険
者
は
１
５
２

１
人
で
あ
り
、
う
ち
要
支
援
認

定
者
が
72
人
、
要
介
護
認
定
者

は
２
４
７
人
で
合
計
３
２
０
人
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
は
２
２

４
名
、
施
設
入
居
者
が
55
名
で

あ
る
。

　要
支
援
の
方
を
対
象
に
し
た

介
護
予
防
や
日
常
生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
が
、
今
年
か
ら
介
護
保

険
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
市
町
村

の
事
業
に
な
っ
た
が
、
村
で
は

ど
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て

い
る
の
か
。

　本
年
度
か
ら
軽
度
の
要
支
援

１
、
２
の
方
々
に
訪
問
型
の

「
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
」
と
、
通

所
型
の
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
、

「
は
つ
ら
つ
塾
」
「
元
気
ア
ッ

プ
教
室
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　今
後
は
利
用
者
が
増
え
れ
ば
、

事
業
の
在
り
方
や
来
年
四
月
か

ら
実
施
予
定
の
「
認
知
症
初
期

集
中
支
援
事
業
」
の
実
施
体
制

を
確
保
す
る
こ
と
が
課
題
と
考

え
て
い
る
。

　平
成
27
年
の
介
護
保
険
改
定

で
は
保
険
料
の
基
準
額
が
月
額

４
３
０
０
円
か
ら
５
８
０
０
円

と
大
幅
に
上
が
っ
た
。
ま
た
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

も
一
割
か
ら
所
得
に
応
じ
て
二

割
に
増
え
て
い
る
。

　平
成
30
年
度
に
保
険
料
の
改

定
を
迎
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な

考
え
で
算
定
す
る
の
か
。

　介
護
保
険
料
は
３
年
ご
と
に

見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

平
成
27
年
の
改
定
で
は
一
号
被

保
険
者
の
負
担
割
合
増
と
被
保

険
者
数
の
増
加
に
よ
り
要
介
護

認
定
者
が
増
え
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
額
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
る
。

　今
後
、
平
成
30
年
度
か
ら
32

年
度
ま
で
の
３
年
間
の
給
付
額

を
見
込
ん
だ
上
で
、
定
め
ら
れ

た
方
法
で
保
険
料
を
積
算
す
る
。

介護予防事業のいきいきサロン

　高
齢
者
数
の
増
加
に
伴
い
、

今
後
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要

と
す
る
方
が
増
え
て
く
る
と
思

わ
れ
る
。
ど
の
よ
う
な
介
護
保

険
事
業
の
仕
組
み
や
介
護
を
担

う
体
制
づ
く
り
、
介
護
需
要
に

ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　一
人
暮
ら
し
や
夫
婦
二
人
世

帯
の
高
齢
者
が
増
え
て
お
り
、

住
民
同
士
の
ご
近
所
つ
き
あ
い

支
え
あ
い
の
認
識
が
大
切
で
あ

り
、
介
護
予
防
指
導
な
ど
の
対

策
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　尾
西
中
山
線
改
良
工
事
に
お

い
て
、
地
元
か
ら
の
指
摘
・
要
望

・
補
償
に
ど
う
対
応
し
て
き
た
か
。

　
　舗
装
や
防
風
林
伐
採
後
の
つ

い
立
て
整
備
に
つ
い
て
は
、
付
帯

工
事
で
の
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　立
木
の
伐
採
補
償
に
つ
い
て
は
、

補
償
金
額
の
範
囲
で
伐
採
し
て
く

れ
る
業
者
を
村
で
も
探
し
て
い
る
。

　
　伐
採
補
償
の
問
題
に
、
今
後

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　公
的
な
算
定
基
準
の
補
償
金

額
と
実
勢
価
格
が
合
わ
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
地
権
者
の
負
担
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
村
が
買
い
取

っ
て
村
で
伐
採
す
る
と
い
っ
た
方

法
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　一
般
家
庭
以
外
に
、
消
火
や

水
抜
き
、
点
検
な
ど
、
１
年
間
で

ど
の
程
度
の
排
水
が
あ
る
の
か
。

　
　28
年
度
で
は
消
火
活
動
に
約

４
２
０
ｔ
、
冬
期
間
の
凍
結
防
止

に
約
４
５
０
０
ｔ
を
排
水
し
た
。

　
　老
朽
化
に
よ
る
水
漏
れ
は
発

生
し
て
い
る
の
か
。

　
　配
水
管
か
ら
の
漏
水
が
２
件
、

住
宅
に
引
込
む
給
水
管
の
漏
水
が

２
件
発
生
し
た
。

　水
道
施
設
の
現
状
を
把
握
し
、

将
来
的
な
財
政
計
画
を
含
め
、
年

次
的
な
更
新
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　28
年
度
の
住
宅
太
陽
光
設
置

助
成
件
数
は
何
件
か
。

　
　21
件
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
、

う
ち
９
件
が
村
内
で
製
造
さ
れ
た

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
使
用
し
て
い

た
。

　
　環
境
衛
生
費
の
備
品
購
入
費

と
し
て
、
監
視
カ
メ
ラ
を
購
入
し

て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
は
。

　
　不
法
投
棄
多
発
地
帯
へ
の
監

視
用
に
、
保
健
所
よ
り
カ
メ
ラ
を

借
用
設
置
し
て
き
た
が
、
各
地
区

で
多
発
す
る
不
法
投
棄
に
対
応
す

る
た
め
、
28
年
度
に
２
台
の
監
視

カ
メ
ラ
を
購
入
し
た
。

　
　大
瓜
南
側
線
の
り
面
は
、
植

生
シ
ー
ト
を
張
っ
て
い
る
が
、
除

草
時
に
作
業
し
づ
ら
い
。
の
り
面

は
吹
き
つ
け
で
対
応
で
き
な
い
か
。

　
　吹
き
つ
け
時
に
天
候
条
件
が

悪
く
発
芽
し
な
か
っ
た
た
め
、
の

り
面
が
流
さ
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
指
摘
を
踏

ま
え
、
29
年
度
は
の
り
面
保
護
が

し
っ
か
り
出
来
る
よ
う
に
留
意
し

た
上
で
、
吹
き
つ
け
で
発
注
し
て

い
る
。

第174号（平成29年10月26日） おおひら議会だより （10）（19） おおひら議会だより 第174号（平成29年10月26日）

石川　　敏 議員

 

議

　員

 

議

　員

 

議

　員

 

議

　員

 

村

　長

 

村

　長

 

村

　長

 

村

　長

介護予防対策が重要に
介護保険の取り組みは

一般質問 村政を問う

尾
西
中
山
線
改
良
工
事

水
道
老
朽
化
対
策

住
宅
太
陽
光
設
置
助
成

環
境
美
化
推
進

大
瓜
南
側
線
の
り
面

答 問

答 問

答 問

答 問

答 問答 問

答 問



汚
染
ほ
だ
木

　
卒
業
後
、
村
へ
戻
っ
て
き
た

人
に
対
し
村
奨
学
金
返
済
の
一

部
免
除
や
、
民
間
奨
学
金
で
も

同
程
度
を
助
成
で
き
な
い
か
。

　
高
齢
者
や
非
農
家
世
帯
の
増

加
に
よ
り
、
地
区
民
に
よ
る
村

道
等
の
除
草
な
ど
の
奉
仕
作
業

は
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

村
道
や
河
川
の
環
境
保
全
に
つ

い
て
、
住
民
参
加
の
方
法
を
改

め
る
時
期
で
は
な
い
か
。

　
区
長
を
委
員
と
し
て
構
成
す

る
「
道
路
愛
護
会
」
「
河
川
愛

護
会
」
で
も
そ
の
こ
と
が
常
に

話
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
年
は
、
つ
い
に
河
川
愛
護

作
業
が
出
来
な
い
地
区
も
出
て

き
た
。　

今
後
の
管
理
に
つ
い
て
、
管

理
者
の
県
と
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
べ
き
か
相
談
し
て
い
る
。

　
奉
仕
作
業
が
実
施
困
難
な
地

区
に
は
別
な
形
で
貢
献
し
て
も

ら
い
、
ま
だ
ま
だ
作
業
が
出
来

る
地
区
に
は
、
人
件
費
や
消
耗

品
な
ど
、
そ
の
地
区
の
実
情
に

見
合
っ
た
新
し
い
助
成
が
で
き

な
い
か
。

　
免
除
者
が
す
ぐ
に
転
出
す
る

事
も
想
定
さ
れ
る
。

　
実
施
し
た
場
合
の
財
政
負
担

も
必
要
と
な
る
の
で
、
ハ
ー
ド

ル
は
高
い
。

　
例
え
ば
、
高
度
に
専
門
的
な

技
能
を
求
め
ら
れ
る
職
業
に
就

き
、
将
来
的
に
大
衡
の
福
祉
向

上
へ
貢
献
す
る
人
向
け
に
、
返

済
を
一
切
免
除
す
る「
給
付
型
」

の
投
資
的
奨
学
金
制
度
の
検
討

は
出
来
な
い
か
。

　
返
済
免
除
の
奨
学
金
制
度
の

創
設
は
魅
力
的
だ
が
、
専
門
職

と
は
何
か
、
そ
れ
ら
の
職
種
技

能
と
は
何
か
、
そ
の
判
断
も
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
結
論
を
出

す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

　
作
業
自
体
が
困
難
な
地
区
は

見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
先
日
、
大
瓜
下
地
区
の
有
志

が
実
施
し
た
戦
車
道
路
土
砂
撤

去
作
業
に
、
機
械
代
を
助
成
し

た
よ
う
に
、
意
欲
あ
る
地
域
住

民
の
活
動
を
支
援
で
き
る
よ
う
、

何
ら
か
の
助
成
制
度
の
創
設
を

検
討
し
て
い
く
。

ボランティアによる戦車道路清掃（大瓜下地区）

　
　
汚
染
牧
草
な
ど
は
い
つ
ご
ろ

か
ら
処
理
さ
れ
る
の
か
。

　
　汚
染
牧
草
の
試
験
焼
却
は
12

月
か
ら
開
始
予
定
。
焼
却
量
は
10

ｔ
と
な
る
見
込
み
。

　ほ
だ
木
に
つ
い
て
は
チ
ッ
プ
化

し
、
今
年
度
中
に
は
林
地
還
元
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
　
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保

育
給
付
費
補
助
金
の
内
容
は
。

　
　保
育
対
策
総
合
支
援
事
業
費

補
助
金
２
４
０
０
万
円
は
、
村
内

の
認
可
外
保
育
所
の
認
可
化
に
向

け
た
施
設
の
改
修
費
用
の
助
成
で

あ
る
。

　子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育

給
付
費
補
助
金
１
８
２
万
円
は
、

同
じ
く
認
可
外
保
育
所
の
認
可
に

向
け
た
事
務
経
費
の
補
助
金
で
あ

る
。

おおひら議会だより （16）

小川　宗寿 議員

 

議

　員

 

教
育
長

 

教
育
長

 

議

　員

 

議

　員

 

村

　長

 

村

　長

 

議

　員

第174号（平成29年10月26日）

奨
学
金
制
度
の
見
直
し
を

財
政
上
ハ
ー
ド
ル
は
高
い

村民による村道等の
　　　　奉仕作業を再検討すべき
新たな助成制度を検討する

一般質問村政を問う

第174号（平成29年10月26日）（13） おおひら議会だより

　平成30年 4月に稼働予定の新ごみ焼却施設の運転管理費増額に伴い
手数料の改正を行うもの
　・100㎏までの手数料の引き上げ（1,000円⇒1,500円）
　・100㎏を超える端数についての細分化（50㎏まで 500円⇒10㎏単位で150円）

主な条例の改正主な条例の改正
◎大衡村廃棄物の処理及び清掃に関する条例の改正

平成29年度

補正予算

◎歳入の補正
固定資産税…………………………5,000万円
地方交付税…………………△1億1,953万円
特定施設防衛周辺整備調整交付金
…………………………………1億4,374万円
民生費国庫補助金………………2,224万円

◎歳出の補正
大衡中学校敷地整備……………5,612万円
大鮹用排水路整備………………2,384万円
子ども･子育て支援事業…………2,582万円
塵芥収集事業………………………123万円
農林業系汚染廃棄物処理…………357万円

追加の主なもの

一般会計ほか６会計を補正

小学校体育館小学校体育館

汚
染
牧
草
の
処
理

教
育
・
保
育
給
付
費
補
助

答 問

答 問予 算 額補 正 額会 計 別

特
別
会
計

2億3,228万円

1,115万円

予算の入れ替え

2,708万円

予算の入れ替え

94万円

予算の入れ替え

一 般 会 計 44億5,160万円

6億2,115万円

2億7,630万円

5億5,358万円

3,930万円

5,342万円

5,400万円

国民健康保険

下 水 道

介 護 保 険

戸別合併処理浄化槽

後期高齢者医療

宅地造成事業

小学校体育館

　子
ど
も
達
の
居
場
所
づ
く
り

を
ど
う
考
え
進
め
る
の
か
。
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を

ど
う
活
用
し
て
い
る
の
か
。

　学
校
に
馴
染
ま
な
い
、
学
級

に
入
る
こ
と
が
出
来
な
い
子
ど

も
達
に
、
会
議
室
な
ど
別
室
を

準
備
し
、
担
任
と
連
携
し
、
教

員
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
、
心
の
支
援
員
が
寄
り

添
い
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　イ
ノ
シ
シ
や
ク
マ
等
の
出
没

件
数
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。

田
畑
の
農
作
物
、
農
地
被
害
は

拡
大
し
、
そ
の
ほ
か
に
人
的
被

害
の
危
険
性
も
高
ま
っ
て
い
る
。

今
後
の
対
応
、
そ
し
て
危
険
防

止
策
に
つ
い
て
問
う
。

　農
地
を
含
む
人
間
生
活
圏
と
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
生
息
域
を
分

離
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
年
度

に
お
い
て
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ

ュ
柵
４
・
５
㎞
の
設
置
を
大
衡

村
農
作
物
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策

協
議
会
が
主
体
と
な
り
実
施
し

て
い
く
。

　ま
た
、
く
く
り
わ
な
、
箱
わ

な
の
増
設
を
早
急
に
進
め
る
。

　ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
や
く
く

り
わ
な
、
箱
わ
な
を
増
や
す
こ
と

だ
け
で
は
、
個
体
数
の
減
少
や
被

害
の
縮
減
に
繋
が
ら
な
い
の
で
は
。

　ま
た
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
が
週
一
日
勤
務
の
中
、

子
ど
も
達
や
家
庭
で
の
相
談
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　本
村
の
文
化
・
伝
統
の
伝
承
、

歴
史
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

　村
に
住
む
人
と
し
て
、
大
衡

村
を
知
る
こ
と
は
大
切
と
思
う
。

人
材
育
成
に
も
繋
が
っ
て
い
く

と
思
う
。

　宮
城
県
第
三
期
イ
ノ
シ
シ
管

理
計
画
の
中
で
５
６
０
０
頭
の

捕
獲
目
標
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

わ
な
等
の
増
設
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ

ッ
シ
ュ
柵
の
エ
リ
ア
拡
大
を
し

て
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
増
員
に

向
け
、
わ
な
免
許
取
得
の
助
成

を
考
え
て
い
る
。
今
後
、
そ
れ

以
外
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き

た
い
。

　最
近
、
ク
マ
の
出
没
も
増
え
、

小
中
学
校
の
保
護
者
か
ら
心
配

の
声
を
聴
く
。
対
応
と
対
策
は
。

　子
ど
も
達
へ
の
熊
鈴
の
所
持

徹
底
、
通
学
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
教
育

委
員
会
か
ら
の
連
絡
網
を
通
じ

て
注
意
喚
起
を
し
て
い
く
。

スクールソーシャルワーカーの佐藤実先生

ラ
ン
ド
セ
ル
に
付
け
た
熊
鈴

　
　特
定
防
衛
施
設
整
備
調
整
交

付
金
の
充
当
事
業
は
。

　
　大
鮹
用
排
水
路
整
備
、
万
葉

研
修
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）
駐
車

場
整
備
、
小
学
校
体
育
館
改
修
、

中
学
校
駐
輪
場
改
修
及
び
駐
車
場

整
備
の
４
事
業
で
あ
る
。

　
　小
学
校
体
育
館
改
修
の
詳
細

は
。　

　実
施
設
計
を
含
め
、
ト
イ
レ

・
ひ
さ
し
の
改
修
、
音
響
・
電
気

関
係
の
整
備
を
行
う
。
床
面
に
つ

い
て
は
次
年
度
に
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

施
工
を
実
施
予
定
。

　
　新
し
い
駐
輪
場
の
面
積
と
駐

輪
台
数
は
い
く
ら
か
。

　
　現
在
は
２
０
０
台
が
駐
輪
で

き
る
建
物
だ
が
、
自
転
車
通
学
の

生
徒
数
減
少
に
合
わ
せ
て
、
１
３

０
台
収
容
可
能
な
約
２
３
０
㎡
の

駐
輪
場
と
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
　無
線
機
の
配
備
は
い
つ
ご
ろ
、

ど
れ
ほ
ど
支
給
さ
れ
る
の
か
。

　
　ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
23
台
を
購

入
す
る
も
の
で
、
各
分
団
に
２
台
、

本
部
に
１
台
を
配
備
す
る
。
予
算

が
成
立
し
次
第
、
手
続
き
を
取
り

た
い
。

　
　村
税
の
増
額
と
地
方
交
付
税

の
減
額
の
詳
細
は
。

　
　固
定
資
産
税
が
増
額
と
な
る

見
込
み
で
あ
り
、
村
税
増
収
に
よ

り
基
準
財
政
収
入
額
が
増
え
、
そ

の
分
、
地
方
交
付
税
が
減
額
と
な

る
。

（17） おおひら議会だより 第174号（平成29年10月26日）

早坂　豊弘 議員

 

議

　員

 

教
育
長

 

教
育
長

 

議

　員

 

議

　員

 

村

　長

 

村

　長

 

議

　員

学
校
教
育
の
今
後
の
指
針
に
つ
い
て

支
援
員
を
活
用
し
て
い
く

現行対策の拡充を考えていく
有害動物の駆除と今後の対応は

一般質問 村政を問う

※

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
（
略
称
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）

　教
育
機
関
に
お
い
て
、

福
祉
相
談
業
務
に
従
事
す

る
福
祉
職
専
門
家
。
村
で

は
現
在
元
校
長
経
験
者
に

業
務
を
委
嘱
し
て
い
る
。

 

議

　員

 

村

　長

おおひら議会だより （12）第174号（平成29年10月26日）

大衡村教育委員会教育委員（保護者代表枠）に齋藤さと子氏を選任することに
ついて議会の同意を求められ、無記名投票による採決の結果、賛成 11・反対 1
で同意しました。
なお、齋藤さと子氏は再任となります。

教育委員の選任教育委員の選任

任期：平成29年10月１日～平成33年９月30日
齋藤さと子氏

改修に7,740万円改修に7,740万円
9月定例会

防
衛
交
付
金
の
使
い
道

小
学
校
体
育
館
改
修

中
学
校
駐
輪
場
整
備

地
方
交
付
税
の
減
額

非
常
備
消
防
備
品
購
入

答 問

答 問

答 問答 問答 問



第174号（平成29年10月26日） おおひら議会だより （14）第174号（平成29年10月26日）（15） おおひら議会だより

一般
質問

※会議録は議会事務局・ホームページで閲覧できます。

質問者一覧表

 皆さんが選んだ議員がどのよう
な質問・発言をしているのか、村
の執行部がどのような施策を考え
ているのか、是非議場で傍聴して
みませんか。

次の定例会は

１２月６日（水）
からの予定です

議会を
傍聴してみませんか
議会を

傍聴してみませんか
議会を

傍聴してみませんか

お問合せ先：大衡村議会事務局
☎３４５－６０３０

gikai@village.ohira.miyagi.jp

９名の議員が登壇
小川　宗寿
◦村民による村道等の奉仕作業を再検討すべきでは
◦奨学金制度の見直しを
早坂　豊弘
◦有害動物の駆除と今後の対策は
◦学校教育の今後の指針について問う
佐々木春樹
◦軽消防車導入による消防力強化を
石川　　敏
◦介護保険事業の取り組みについて
小川ひろみ
◦小・中学校に学校司書の配置を
◦役場庁舎のバリアフリー化の考えは
髙橋　浩之
◦海老沢地区村道の拡幅改修を進めよ
◦今後の村民体育大会の在り方について
山路　澄雄
◦大衡児童館における学童保育の改善を求める
文屋　裕男
◦大衡村における行政文書の取り扱いについて問う
◦私のこれまでの一般質問・総括質疑の答弁に偽りはなかったか
細川　幸郎
◦国道４号拡幅後を見据え、市街化調整区域内の地区計画を拡大
　する考えはないか
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無 記 名 投 票同意第14号

議案第43～51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

同意(11:1)

可決(12:0)

可決( 9:3)

可決(12:0)

可決(12:0)

可決(12:0)

可決(12:0)

可決(12:0)

可決(12:0)

可決(12:0)

一 般 会 計

国民健康保険

下 　 水 　 道

介 護 保 険

戸別合併浄化槽

後 期 高 齢 者

宅 地 造 成

水 道 事 業
※ 彩色している議案は起立ないし投票で採決を行ったもの

○賛成　×反対　議長（細川運一）は採決に加わらない。◇９月定例会　採決状況表◇

平成29年９月定例会提出議案　19件平成29年９月定例会提出議案　19件
（同意１件、条例２件、補正予算７件、報告１件、決算認定８件）

一般質問 村政を問う

議案第43号

議案第44号

議案第45号

同意第14号 大衡村教育委員会教育委員の任命について
 12ページに掲載

大衡村廃棄物の処理及び清掃に関する条例の
一部を改正する条例について
 13ページに掲載

大衡村水道事業の設置等に関する条例の一部
を改正する条例について
 地名に「ときわ台南」を加える等の改正

平成29年度一般会計予算の補正について

平成29年度大衡村国民健康保険事業勘定特
別会計予算の補正について

平成29年度大衡村下水道事業特別会計予算
の補正について

平成29年度大衡村介護保険事業勘定特別会
計予算の補正について

平成29年度大衡村戸別合併処理浄化槽特別
会計予算の補正について

平成29年度大衡村後期高齢者医療特別会計
予算の補正について

平成29年度大衡村宅地造成事業特別会計予
算の補正について
 議案第45号～51号は12～13ページに掲載

議案第46号

議案第47号

議案第48号

議案第49号

議案第50号

議案第51号

報告第　５号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

健全化判断比率並びに資金不足比率の状況に
ついて
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に
基づく報告、健全化判断比率・資金不足比率
はともに良好

平成28年度大衡村一般会計歳入歳出決算認
定について

平成28年度大衡村国民健康保険事業勘定特
別会計歳入歳出決算認定について

平成28年度大衡村下水道事業特別会計歳入
歳出決算認定について

平成28年度大衡村介護保険事業勘定特別会
計歳入歳出決算認定について

平成28年度大衡村戸別合併処理浄化槽特別
会計歳入歳出決算認定について

平成28年度大衡村後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定について

平成28年度大衡村宅地造成事業特別会計歳
入歳出決算認定について

平成28年度大衡村水道事業会計決算認定に
ついて
 議案第52号～59号は６～10ページに掲載
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な質問・発言をしているのか、村
の執行部がどのような施策を考え
ているのか、是非議場で傍聴して
みませんか。

次の定例会は

１２月６日（水）
からの予定です

議会を
傍聴してみませんか
議会を

傍聴してみませんか
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９名の議員が登壇
小川　宗寿
◦村民による村道等の奉仕作業を再検討すべきでは
◦奨学金制度の見直しを
早坂　豊弘
◦有害動物の駆除と今後の対策は
◦学校教育の今後の指針について問う
佐々木春樹
◦軽消防車導入による消防力強化を
石川　　敏
◦介護保険事業の取り組みについて
小川ひろみ
◦小・中学校に学校司書の配置を
◦役場庁舎のバリアフリー化の考えは
髙橋　浩之
◦海老沢地区村道の拡幅改修を進めよ
◦今後の村民体育大会の在り方について
山路　澄雄
◦大衡児童館における学童保育の改善を求める
文屋　裕男
◦大衡村における行政文書の取り扱いについて問う
◦私のこれまでの一般質問・総括質疑の答弁に偽りはなかったか
細川　幸郎
◦国道４号拡幅後を見据え、市街化調整区域内の地区計画を拡大
　する考えはないか
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無 記 名 投 票同意第14号

議案第43～51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

同意(11:1)

可決(12:0)

可決( 9:3)

可決(12:0)

可決(12:0)

可決(12:0)

可決(12:0)

可決(12:0)

可決(12:0)

可決(12:0)

一 般 会 計

国民健康保険

下 　 水 　 道

介 護 保 険

戸別合併浄化槽

後 期 高 齢 者

宅 地 造 成

水 道 事 業
※ 彩色している議案は起立ないし投票で採決を行ったもの

○賛成　×反対　議長（細川運一）は採決に加わらない。◇９月定例会　採決状況表◇

平成29年９月定例会提出議案　19件平成29年９月定例会提出議案　19件
（同意１件、条例２件、補正予算７件、報告１件、決算認定８件）

一般質問 村政を問う

議案第43号

議案第44号

議案第45号

同意第14号 大衡村教育委員会教育委員の任命について
 12ページに掲載

大衡村廃棄物の処理及び清掃に関する条例の
一部を改正する条例について
 13ページに掲載

大衡村水道事業の設置等に関する条例の一部
を改正する条例について
 地名に「ときわ台南」を加える等の改正

平成29年度一般会計予算の補正について

平成29年度大衡村国民健康保険事業勘定特
別会計予算の補正について

平成29年度大衡村下水道事業特別会計予算
の補正について

平成29年度大衡村介護保険事業勘定特別会
計予算の補正について

平成29年度大衡村戸別合併処理浄化槽特別
会計予算の補正について

平成29年度大衡村後期高齢者医療特別会計
予算の補正について

平成29年度大衡村宅地造成事業特別会計予
算の補正について
 議案第45号～51号は12～13ページに掲載

議案第46号

議案第47号

議案第48号

議案第49号

議案第50号

議案第51号

報告第　５号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

健全化判断比率並びに資金不足比率の状況に
ついて
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に
基づく報告、健全化判断比率・資金不足比率
はともに良好

平成28年度大衡村一般会計歳入歳出決算認
定について

平成28年度大衡村国民健康保険事業勘定特
別会計歳入歳出決算認定について

平成28年度大衡村下水道事業特別会計歳入
歳出決算認定について

平成28年度大衡村介護保険事業勘定特別会
計歳入歳出決算認定について

平成28年度大衡村戸別合併処理浄化槽特別
会計歳入歳出決算認定について

平成28年度大衡村後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定について

平成28年度大衡村宅地造成事業特別会計歳
入歳出決算認定について

平成28年度大衡村水道事業会計決算認定に
ついて
 議案第52号～59号は６～10ページに掲載



汚
染
ほ
だ
木

　
卒
業
後
、
村
へ
戻
っ
て
き
た

人
に
対
し
村
奨
学
金
返
済
の
一

部
免
除
や
、
民
間
奨
学
金
で
も

同
程
度
を
助
成
で
き
な
い
か
。

　
高
齢
者
や
非
農
家
世
帯
の
増

加
に
よ
り
、
地
区
民
に
よ
る
村

道
等
の
除
草
な
ど
の
奉
仕
作
業

は
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

村
道
や
河
川
の
環
境
保
全
に
つ

い
て
、
住
民
参
加
の
方
法
を
改

め
る
時
期
で
は
な
い
か
。

　
区
長
を
委
員
と
し
て
構
成
す

る
「
道
路
愛
護
会
」
「
河
川
愛

護
会
」
で
も
そ
の
こ
と
が
常
に

話
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
年
は
、
つ
い
に
河
川
愛
護

作
業
が
出
来
な
い
地
区
も
出
て

き
た
。　

今
後
の
管
理
に
つ
い
て
、
管

理
者
の
県
と
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
べ
き
か
相
談
し
て
い
る
。

　
奉
仕
作
業
が
実
施
困
難
な
地

区
に
は
別
な
形
で
貢
献
し
て
も

ら
い
、
ま
だ
ま
だ
作
業
が
出
来

る
地
区
に
は
、
人
件
費
や
消
耗

品
な
ど
、
そ
の
地
区
の
実
情
に

見
合
っ
た
新
し
い
助
成
が
で
き

な
い
か
。

　
免
除
者
が
す
ぐ
に
転
出
す
る

事
も
想
定
さ
れ
る
。

　
実
施
し
た
場
合
の
財
政
負
担

も
必
要
と
な
る
の
で
、
ハ
ー
ド

ル
は
高
い
。

　
例
え
ば
、
高
度
に
専
門
的
な

技
能
を
求
め
ら
れ
る
職
業
に
就

き
、
将
来
的
に
大
衡
の
福
祉
向

上
へ
貢
献
す
る
人
向
け
に
、
返

済
を
一
切
免
除
す
る「
給
付
型
」

の
投
資
的
奨
学
金
制
度
の
検
討

は
出
来
な
い
か
。

　
返
済
免
除
の
奨
学
金
制
度
の

創
設
は
魅
力
的
だ
が
、
専
門
職

と
は
何
か
、
そ
れ
ら
の
職
種
技

能
と
は
何
か
、
そ
の
判
断
も
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
結
論
を
出

す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

　
作
業
自
体
が
困
難
な
地
区
は

見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
先
日
、
大
瓜
下
地
区
の
有
志

が
実
施
し
た
戦
車
道
路
土
砂
撤

去
作
業
に
、
機
械
代
を
助
成
し

た
よ
う
に
、
意
欲
あ
る
地
域
住

民
の
活
動
を
支
援
で
き
る
よ
う
、

何
ら
か
の
助
成
制
度
の
創
設
を

検
討
し
て
い
く
。

ボランティアによる戦車道路清掃（大瓜下地区）

　
　
汚
染
牧
草
な
ど
は
い
つ
ご
ろ

か
ら
処
理
さ
れ
る
の
か
。

　
　汚
染
牧
草
の
試
験
焼
却
は
12

月
か
ら
開
始
予
定
。
焼
却
量
は
10

ｔ
と
な
る
見
込
み
。

　ほ
だ
木
に
つ
い
て
は
チ
ッ
プ
化

し
、
今
年
度
中
に
は
林
地
還
元
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
　
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保

育
給
付
費
補
助
金
の
内
容
は
。

　
　保
育
対
策
総
合
支
援
事
業
費

補
助
金
２
４
０
０
万
円
は
、
村
内

の
認
可
外
保
育
所
の
認
可
化
に
向

け
た
施
設
の
改
修
費
用
の
助
成
で

あ
る
。

　子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育

給
付
費
補
助
金
１
８
２
万
円
は
、

同
じ
く
認
可
外
保
育
所
の
認
可
に

向
け
た
事
務
経
費
の
補
助
金
で
あ

る
。

おおひら議会だより （16）

小川　宗寿 議員

 

議

　員

 

教
育
長

 

教
育
長

 

議

　員

 

議

　員

 

村

　長

 

村

　長

 

議

　員

第174号（平成29年10月26日）

奨
学
金
制
度
の
見
直
し
を

財
政
上
ハ
ー
ド
ル
は
高
い

村民による村道等の
　　　　奉仕作業を再検討すべき
新たな助成制度を検討する

一般質問村政を問う

第174号（平成29年10月26日）（13） おおひら議会だより

　平成30年 4月に稼働予定の新ごみ焼却施設の運転管理費増額に伴い
手数料の改正を行うもの
　・100㎏までの手数料の引き上げ（1,000円⇒1,500円）
　・100㎏を超える端数についての細分化（50㎏まで 500円⇒10㎏単位で150円）

主な条例の改正主な条例の改正
◎大衡村廃棄物の処理及び清掃に関する条例の改正

平成29年度

補正予算

◎歳入の補正
固定資産税…………………………5,000万円
地方交付税…………………△1億1,953万円
特定施設防衛周辺整備調整交付金
…………………………………1億4,374万円
民生費国庫補助金………………2,224万円

◎歳出の補正
大衡中学校敷地整備……………5,612万円
大鮹用排水路整備………………2,384万円
子ども･子育て支援事業…………2,582万円
塵芥収集事業………………………123万円
農林業系汚染廃棄物処理…………357万円

追加の主なもの

一般会計ほか６会計を補正

小学校体育館小学校体育館

汚
染
牧
草
の
処
理

教
育
・
保
育
給
付
費
補
助

答 問

答 問予 算 額補 正 額会 計 別

特
別
会
計

2億3,228万円

1,115万円

予算の入れ替え

2,708万円

予算の入れ替え

94万円

予算の入れ替え

一 般 会 計 44億5,160万円

6億2,115万円

2億7,630万円

5億5,358万円

3,930万円

5,342万円

5,400万円

国民健康保険

下 水 道

介 護 保 険

戸別合併処理浄化槽

後期高齢者医療

宅地造成事業

小学校体育館

　子
ど
も
達
の
居
場
所
づ
く
り

を
ど
う
考
え
進
め
る
の
か
。
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を

ど
う
活
用
し
て
い
る
の
か
。

　学
校
に
馴
染
ま
な
い
、
学
級

に
入
る
こ
と
が
出
来
な
い
子
ど

も
達
に
、
会
議
室
な
ど
別
室
を

準
備
し
、
担
任
と
連
携
し
、
教

員
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
、
心
の
支
援
員
が
寄
り

添
い
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　イ
ノ
シ
シ
や
ク
マ
等
の
出
没

件
数
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。

田
畑
の
農
作
物
、
農
地
被
害
は

拡
大
し
、
そ
の
ほ
か
に
人
的
被

害
の
危
険
性
も
高
ま
っ
て
い
る
。

今
後
の
対
応
、
そ
し
て
危
険
防

止
策
に
つ
い
て
問
う
。

　農
地
を
含
む
人
間
生
活
圏
と
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
生
息
域
を
分

離
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
年
度

に
お
い
て
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ

ュ
柵
４
・
５
㎞
の
設
置
を
大
衡

村
農
作
物
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策

協
議
会
が
主
体
と
な
り
実
施
し

て
い
く
。

　ま
た
、
く
く
り
わ
な
、
箱
わ

な
の
増
設
を
早
急
に
進
め
る
。

　ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
や
く
く

り
わ
な
、
箱
わ
な
を
増
や
す
こ
と

だ
け
で
は
、
個
体
数
の
減
少
や
被

害
の
縮
減
に
繋
が
ら
な
い
の
で
は
。

　ま
た
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
が
週
一
日
勤
務
の
中
、

子
ど
も
達
や
家
庭
で
の
相
談
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　本
村
の
文
化
・
伝
統
の
伝
承
、

歴
史
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

　村
に
住
む
人
と
し
て
、
大
衡

村
を
知
る
こ
と
は
大
切
と
思
う
。

人
材
育
成
に
も
繋
が
っ
て
い
く

と
思
う
。

　宮
城
県
第
三
期
イ
ノ
シ
シ
管

理
計
画
の
中
で
５
６
０
０
頭
の

捕
獲
目
標
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

わ
な
等
の
増
設
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ

ッ
シ
ュ
柵
の
エ
リ
ア
拡
大
を
し

て
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
増
員
に

向
け
、
わ
な
免
許
取
得
の
助
成

を
考
え
て
い
る
。
今
後
、
そ
れ

以
外
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き

た
い
。

　最
近
、
ク
マ
の
出
没
も
増
え
、

小
中
学
校
の
保
護
者
か
ら
心
配

の
声
を
聴
く
。
対
応
と
対
策
は
。

　子
ど
も
達
へ
の
熊
鈴
の
所
持

徹
底
、
通
学
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
教
育

委
員
会
か
ら
の
連
絡
網
を
通
じ

て
注
意
喚
起
を
し
て
い
く
。

スクールソーシャルワーカーの佐藤実先生

ラ
ン
ド
セ
ル
に
付
け
た
熊
鈴

　
　特
定
防
衛
施
設
整
備
調
整
交

付
金
の
充
当
事
業
は
。

　
　大
鮹
用
排
水
路
整
備
、
万
葉

研
修
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）
駐
車

場
整
備
、
小
学
校
体
育
館
改
修
、

中
学
校
駐
輪
場
改
修
及
び
駐
車
場

整
備
の
４
事
業
で
あ
る
。

　
　小
学
校
体
育
館
改
修
の
詳
細

は
。　

　実
施
設
計
を
含
め
、
ト
イ
レ

・
ひ
さ
し
の
改
修
、
音
響
・
電
気

関
係
の
整
備
を
行
う
。
床
面
に
つ

い
て
は
次
年
度
に
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

施
工
を
実
施
予
定
。

　
　新
し
い
駐
輪
場
の
面
積
と
駐

輪
台
数
は
い
く
ら
か
。

　
　現
在
は
２
０
０
台
が
駐
輪
で

き
る
建
物
だ
が
、
自
転
車
通
学
の

生
徒
数
減
少
に
合
わ
せ
て
、
１
３

０
台
収
容
可
能
な
約
２
３
０
㎡
の

駐
輪
場
と
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
　無
線
機
の
配
備
は
い
つ
ご
ろ
、

ど
れ
ほ
ど
支
給
さ
れ
る
の
か
。

　
　ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
23
台
を
購

入
す
る
も
の
で
、
各
分
団
に
２
台
、

本
部
に
１
台
を
配
備
す
る
。
予
算

が
成
立
し
次
第
、
手
続
き
を
取
り

た
い
。

　
　村
税
の
増
額
と
地
方
交
付
税

の
減
額
の
詳
細
は
。

　
　固
定
資
産
税
が
増
額
と
な
る

見
込
み
で
あ
り
、
村
税
増
収
に
よ

り
基
準
財
政
収
入
額
が
増
え
、
そ

の
分
、
地
方
交
付
税
が
減
額
と
な

る
。

（17） おおひら議会だより 第174号（平成29年10月26日）

早坂　豊弘 議員

 

議

　員

 

教
育
長

 

教
育
長

 

議

　員

 

議

　員

 

村

　長

 

村

　長

 

議

　員

学
校
教
育
の
今
後
の
指
針
に
つ
い
て

支
援
員
を
活
用
し
て
い
く

現行対策の拡充を考えていく
有害動物の駆除と今後の対応は

一般質問 村政を問う

※

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
（
略
称
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）

　教
育
機
関
に
お
い
て
、

福
祉
相
談
業
務
に
従
事
す

る
福
祉
職
専
門
家
。
村
で

は
現
在
元
校
長
経
験
者
に

業
務
を
委
嘱
し
て
い
る
。

 

議

　員

 

村

　長

おおひら議会だより （12）第174号（平成29年10月26日）

大衡村教育委員会教育委員（保護者代表枠）に齋藤さと子氏を選任することに
ついて議会の同意を求められ、無記名投票による採決の結果、賛成 11・反対 1
で同意しました。
なお、齋藤さと子氏は再任となります。

教育委員の選任教育委員の選任

任期：平成29年10月１日～平成33年９月30日
齋藤さと子氏

改修に7,740万円改修に7,740万円
9月定例会

防
衛
交
付
金
の
使
い
道

小
学
校
体
育
館
改
修

中
学
校
駐
輪
場
整
備

地
方
交
付
税
の
減
額

非
常
備
消
防
備
品
購
入

答 問

答 問

答 問答 問答 問



Ａ
Ｅ
Ｄ

　
今
後
懸
念
さ
れ
る
、
消
防
団

員
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
所
有
率
の
低

下
に
対
応
す
べ
く
、
軽
消
防
車

（
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
軽
消
防

車
）
の
導
入
を
早
急
か
つ
計
画

的
に
求
め
る
。

　近
年
他
町
で
は
、
火
災
に
対

す
る
初
動
態
勢
を
確
立
さ
せ
る

た
め
、
軽
消
防
車
の
導
入
が
進

ん
で
い
る
。

　ま
た
、
今
後
団
員
が
軽
ト
ラ

ッ
ク
を
所
有
し
な
い
分
団
が
出

て
く
る
懸
念
は
、
同
様
に
感
じ

て
い
る
。

　こ
れ
を
補
う
た
め
に
も
、
Ｏ

Ｂ
団
員
と
の
連
携
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　軽
消
防
車
を
導
入
し
た
場
合
、

火
災
対
応
の
即
応
性
や
、
ポ
ン

プ
搬
送
の
負
担
軽
減
は
図
ら
れ

る
が
、
車
両
の
維
持
管
理
、
活

用
計
画
の
策
定
な
ど
、
団
員
の

負
担
も
増
え
る
。

　村
全
体
の
事
業
等
を
勘
案
し

な
が
ら
進
め
た
い
。

　
第
六
分
団
（
奥
田
地
区
）
の

ポ
ン
プ
小
屋
は
旧
態
依
然
の
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
改
修
が
急

が
れ
る
。

　現
在
整
備
さ
れ
て
い
な
い
の

は
、
第
六
分
団
の
み
と
な
っ
て

お
り
、
整
備
の
必
要
性
は
十
分

認
識
し
て
い
る
。

改修が待たれる第六分団のポンプ小屋

落下した横看板

　
第
六
分
団
の
ポ
ン
プ
小
屋
改

修
に
合
わ
せ
、
軽
消
防
車
を
導

入
す
る
の
は
、
絶
好
の
機
会
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
他
の
分
団

に
つ
い
て
も
今
後
計
画
的
に
更

新
が
必
要
と
考
え
る
。
幹
部
会

な
ど
を
通
し
て
、
村
の
方
向
性

な
ど
示
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
。

　軽
消
防
車
は
一
台
６
０
０
万

円
ほ
ど
の
経
費
が
か
か
る
。
軽

消
防
車
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
、
全
分
団
に
配
置
で
き
る

可
能
性
と
し
て
、
軽
自
動
車
を

改
装
し
対
応
で
き
な
い
か
検
討

す
る
。

　ま
た
、
軽
自
動
車
を
導
入
す

る
に
は
、
ポ
ン
プ
小
屋
の
改
修

も
各
分
団
で
必
要
に
な
る
。

　今
後
の
計
画
に
つ
い
て
、
消

防
団
の
皆
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ
な

方
策
を
検
討
し
た
い
。

　開
会
式
前
の
入
場
行
進
に
お
い

て
、
門
の
下
に
座
っ
て
待
機
し
て

い
た
小
学
一
年
生（
８
名
）と
子
ど

も
を
探
し
て
い
た
大
人（
１
名
）に
、

入
場
門
に
架
け
て
い
た
横
看
板
が

落
下
し
、
負
傷
し
た
も
の
。

　事
故
発
生
時
は
職
員
が
近
く
に

お
ら
ず
、
す
ぐ
に
事
故
に
気
付
く

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

　そ
の
た
め
、
事
故
状
況
の
確
認

が
遅
れ
、
ま
た
、
体
育
大
会
の
進

行
も
止
め
な
か
っ
た
こ
と
で
対
応

が
遅
れ
た
。

　さ
ら
に
、
救
急
車
を
呼
ぶ
判
断

を
怠
っ
た
こ
と
で
、
治
療
の
遅
れ

を
生
じ
さ
せ
た
。

　負
傷
者
宅
に
戸
別
訪
問
し
、
状

況
を
確
認
し
た
。

　今
後
は
あ
ら
ゆ
る
事
態
を
想
定

し
、
緊
急
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

策
定
し
、
万
全
を
期
し
て
い
く
。

　
　各
地
区
集
会
所
に
設
置
さ
れ

た
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
事
業
の
補
助
金
の

概
要
は
。

　
　東
日
本
大
震
災
復
興
基
金
か

ら
繰
入
れ
し
「
す
ば
ら
し
い
大
衡

を
創
る
協
議
会
」
に
対
し
補
助
金

を
交
付
し
て
い
る
。

　
　Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
は
区
長
会
か

ら
の
要
望
な
の
か
。

　
　総
務
課
内
で
検
討
し
た
結
果

で
あ
り
、
区
長
会
議
で
全
区
長
に

説
明
し
て
い
る
。

おおひら議会だより （18）
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第174号（平成29年10月26日）第174号（平成29年10月26日）（11） おおひら議会だより

消防団と方策を検討していく
軽消防車導入による消防力強化を

全 員
協議会
平成29年
９月５日 入場門看板落下事故について

第64回大衡村民体育大会における

期日：平成29年９月３日（日）

　　　午前８時35分ごろ

場所：大衡中学校校庭

事
故
の
内
容

事
故
発
生
時
の
対
応

事
故
後
の
対
応

◎
あ
ら
ま
し
◎

　第
64
回
大
衡
村
村
民
体
育
大
会
で
発
生
し

た
事
故
に
つ
い
て
、
事
故
の
内
容
、
発
生
時

の
対
応
、
事
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
執
行
部

か
ら
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

一般質問村政を問う

認定すべきと決定
特別会計７会計も認定すべきと決定

一般会計委員会採決
反対２賛成９

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

答 問答 問

不法投棄監視カメラ

老朽化による水漏れ

　本
村
の
介
護
保
険
の
一
号
被

保
険
者
数
、
要
支
援
１
、
２
・

要
介
護
１
〜
５
認
定
者
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
は

何
人
か
。

　平
成
28
年
度
末
で
は
65
歳
以

上
の
一
号
被
保
険
者
は
１
５
２

１
人
で
あ
り
、
う
ち
要
支
援
認

定
者
が
72
人
、
要
介
護
認
定
者

は
２
４
７
人
で
合
計
３
２
０
人
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
は
２
２

４
名
、
施
設
入
居
者
が
55
名
で

あ
る
。

　要
支
援
の
方
を
対
象
に
し
た

介
護
予
防
や
日
常
生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
が
、
今
年
か
ら
介
護
保

険
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
市
町
村

の
事
業
に
な
っ
た
が
、
村
で
は

ど
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て

い
る
の
か
。

　本
年
度
か
ら
軽
度
の
要
支
援

１
、
２
の
方
々
に
訪
問
型
の

「
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
」
と
、
通

所
型
の
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
、

「
は
つ
ら
つ
塾
」
「
元
気
ア
ッ

プ
教
室
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　今
後
は
利
用
者
が
増
え
れ
ば
、

事
業
の
在
り
方
や
来
年
四
月
か

ら
実
施
予
定
の
「
認
知
症
初
期

集
中
支
援
事
業
」
の
実
施
体
制

を
確
保
す
る
こ
と
が
課
題
と
考

え
て
い
る
。

　平
成
27
年
の
介
護
保
険
改
定

で
は
保
険
料
の
基
準
額
が
月
額

４
３
０
０
円
か
ら
５
８
０
０
円

と
大
幅
に
上
が
っ
た
。
ま
た
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

も
一
割
か
ら
所
得
に
応
じ
て
二

割
に
増
え
て
い
る
。

　平
成
30
年
度
に
保
険
料
の
改

定
を
迎
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な

考
え
で
算
定
す
る
の
か
。

　介
護
保
険
料
は
３
年
ご
と
に

見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

平
成
27
年
の
改
定
で
は
一
号
被

保
険
者
の
負
担
割
合
増
と
被
保

険
者
数
の
増
加
に
よ
り
要
介
護

認
定
者
が
増
え
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
額
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
る
。

　今
後
、
平
成
30
年
度
か
ら
32

年
度
ま
で
の
３
年
間
の
給
付
額

を
見
込
ん
だ
上
で
、
定
め
ら
れ

た
方
法
で
保
険
料
を
積
算
す
る
。

介護予防事業のいきいきサロン

　高
齢
者
数
の
増
加
に
伴
い
、

今
後
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要

と
す
る
方
が
増
え
て
く
る
と
思

わ
れ
る
。
ど
の
よ
う
な
介
護
保

険
事
業
の
仕
組
み
や
介
護
を
担

う
体
制
づ
く
り
、
介
護
需
要
に

ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　一
人
暮
ら
し
や
夫
婦
二
人
世

帯
の
高
齢
者
が
増
え
て
お
り
、

住
民
同
士
の
ご
近
所
つ
き
あ
い

支
え
あ
い
の
認
識
が
大
切
で
あ

り
、
介
護
予
防
指
導
な
ど
の
対

策
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　尾
西
中
山
線
改
良
工
事
に
お

い
て
、
地
元
か
ら
の
指
摘
・
要
望

・
補
償
に
ど
う
対
応
し
て
き
た
か
。

　
　舗
装
や
防
風
林
伐
採
後
の
つ

い
立
て
整
備
に
つ
い
て
は
、
付
帯

工
事
で
の
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　立
木
の
伐
採
補
償
に
つ
い
て
は
、

補
償
金
額
の
範
囲
で
伐
採
し
て
く

れ
る
業
者
を
村
で
も
探
し
て
い
る
。

　
　伐
採
補
償
の
問
題
に
、
今
後

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　公
的
な
算
定
基
準
の
補
償
金

額
と
実
勢
価
格
が
合
わ
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
地
権
者
の
負
担
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
村
が
買
い
取

っ
て
村
で
伐
採
す
る
と
い
っ
た
方

法
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　一
般
家
庭
以
外
に
、
消
火
や

水
抜
き
、
点
検
な
ど
、
１
年
間
で

ど
の
程
度
の
排
水
が
あ
る
の
か
。

　
　28
年
度
で
は
消
火
活
動
に
約

４
２
０
ｔ
、
冬
期
間
の
凍
結
防
止

に
約
４
５
０
０
ｔ
を
排
水
し
た
。

　
　老
朽
化
に
よ
る
水
漏
れ
は
発

生
し
て
い
る
の
か
。

　
　配
水
管
か
ら
の
漏
水
が
２
件
、

住
宅
に
引
込
む
給
水
管
の
漏
水
が

２
件
発
生
し
た
。

　水
道
施
設
の
現
状
を
把
握
し
、

将
来
的
な
財
政
計
画
を
含
め
、
年

次
的
な
更
新
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　28
年
度
の
住
宅
太
陽
光
設
置

助
成
件
数
は
何
件
か
。

　
　21
件
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
、

う
ち
９
件
が
村
内
で
製
造
さ
れ
た

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
使
用
し
て
い

た
。

　
　環
境
衛
生
費
の
備
品
購
入
費

と
し
て
、
監
視
カ
メ
ラ
を
購
入
し

て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
は
。

　
　不
法
投
棄
多
発
地
帯
へ
の
監

視
用
に
、
保
健
所
よ
り
カ
メ
ラ
を

借
用
設
置
し
て
き
た
が
、
各
地
区

で
多
発
す
る
不
法
投
棄
に
対
応
す

る
た
め
、
28
年
度
に
２
台
の
監
視

カ
メ
ラ
を
購
入
し
た
。

　
　大
瓜
南
側
線
の
り
面
は
、
植

生
シ
ー
ト
を
張
っ
て
い
る
が
、
除

草
時
に
作
業
し
づ
ら
い
。
の
り
面

は
吹
き
つ
け
で
対
応
で
き
な
い
か
。

　
　吹
き
つ
け
時
に
天
候
条
件
が

悪
く
発
芽
し
な
か
っ
た
た
め
、
の

り
面
が
流
さ
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
指
摘
を
踏

ま
え
、
29
年
度
は
の
り
面
保
護
が

し
っ
か
り
出
来
る
よ
う
に
留
意
し

た
上
で
、
吹
き
つ
け
で
発
注
し
て

い
る
。
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介護予防対策が重要に
介護保険の取り組みは

一般質問 村政を問う

尾
西
中
山
線
改
良
工
事

水
道
老
朽
化
対
策

住
宅
太
陽
光
設
置
助
成

環
境
美
化
推
進

大
瓜
南
側
線
の
り
面

答 問

答 問

答 問

答 問

答 問答 問

答 問



にぎわうふるさと祭り

防火服

　行
政
視
察
研
修
で
訪
問
し
た

三
重
県
多
気
町
で
は
、
学
校
司

書
を
小
中
学
校
全
７
校
に
配
置

し
、
そ
の
予
算
は
自
治
体
の
自

主
財
源
で
賄
っ
て
い
た
。
学
校

図
書
の
役
割
の
大
切
さ
、
学
校

司
書
の
必
要
性
を
実
感
し
た
。

　教
育
現
場
で
不
登
校
、
い
じ

め
が
発
生
し
て
い
る
中
で
、
環

境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。
学

校
図
書
館
の
学
校
司
書
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か
。

　教
育
委
員
会
研
修
で
訪
問
し

た
先
進
地
秋
田
県
東
成
瀬
村
で

は
、
読
書
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

年
間
で
児
童
一
人
に
対
す
る
図

書
購
入
費
用
は
約
６
０
０
０
円

で
あ
っ
た
。
対
し
て
本
村
は
１

５
０
０
円
で
あ
る
。

　学
校
図
書
館
の
学
校
司
書
は
、

学
習
活
動
を
支
援
す
る
機
能
と

児
童
生
徒
の
豊
か
な
心
を
育
む

機
能
を
有
す
る
非
常
に
重
要
な

も
の
で
、
さ
ら
な
る
充
実
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

　本
村
に
お
い
て
も
、
専
門
性

を
持
っ
た
司
書
の
配
置
な
ど
、

学
校
図
書
館
の
充
実
を
考
え
る

べ
き
で
は
。

　学
校
司
書
の
配
置
を
含
め
、

学
校
図
書
館
、
そ
し
て
公
共
の

図
書
館
の
充
実
を
目
指
し
て
い

く
。

子ども達による図書の貸し出し（小学校）

　役
場
庁
舎
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
無
く
、
障
害
を
持
っ
た
方
や

足
腰
の
弱
っ
た
高
齢
者
に
と
っ

て
、
非
常
に
不
便
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

　本
村
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
今

後
の
考
え
を
問
う
。

　来
庁
さ
れ
る
方
に
ご
不
便
を

か
け
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
、

使
い
や
す
い
施
設
で
は
な
く
、

不
十
分
な
点
が
あ
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

　今
後
の
庁
舎
内
の
環
境
づ
く

り
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

　エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る

た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か

ら
検
討
し
、
設
置
の
可
否
も
慎

重
に
研
究
し
て
い
く
。

　椅
子
式
の
自
動
昇
降
機
の
設

置
も
考
え
て
い
く
。

　
　従
来
２
日
間
実
施
し
て
い
た

ふ
る
さ
と
祭
り
を
一
日
に
し
た
こ

と
で
、
ど
の
よ
う
な
影
響
や
効
果

が
あ
っ
た
の
か
。

　
　一
日
に
し
た
こ
と
で
、
諸
経

費
が
縮
減
さ
れ
た
。

　一
日
当
た
り
の
来
場
者
数
や
、

出
店
の
売
上
げ
な
ど
は
増
加
し
た
。

　
　ふ
る
さ
と
祭
り
・
万
葉
ま
つ

り
と
も
、
業
者
選
定
は
実
行
委
員

会
が
行
う
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
も
取

っ
て
参
考
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　実
行
委
員
会
で
多
く
の
方
が

来
て
く
れ
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
検
討

し
、
そ
れ
に
沿
っ
た
事
業
を
実
施

し
て
い
く
。

　
　現
在
消
防
Ｏ
Ｂ
団
員
が
、
49

人
で
あ
る
。
今
後
増
や
す
こ
と
は

可
能
か
。

　
　Ｏ
Ｂ
団
員
の
定
数
は
60
名
以

内
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
だ
10

名
程
度
の
余
裕
は
あ
る
。

　
　消
火
作
業
用
の
防
火
服
を
増

や
せ
な
い
か
。

　
　適
当
な
助
成
事
業
が
あ
る
か

ど
う
か
調
査
検
討
す
る
。

　
　ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
等
寝
具

洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
は
、
対

象
人
数
に
比
べ
て
利
用
率
が
低
い

の
で
は
な
い
か
。

　
　65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

世
帯
と
高
齢
者
の
み
の
世
帯
４
９

４
軒
の
う
ち
、
26
名
が
利
用
し
て

い
る
。
本
当
に
必
要
な
人
が
利
用

で
き
る
よ
う
、
今
年
度
中
に
内
容

等
を
検
討
し
て
い
く
。

た

　き

おおひら議会だより （20）

小川ひろみ 議員

 

議

　員

 

議

　員

 

教
育
長

 

教
育
長

第174号（平成29年10月26日）第174号（平成29年10月26日）（９） おおひら議会だより

学校司書配置を目指す
小･中学校に学校司書の配置を

 

議

　員

 

議

　員

 

村

　長

 

村

　長

役
場
庁
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

総
合
的
な
整
備
を
検
討
し
て
い
く

決算
質疑 決算をきび

一般質問村政を問う

ふ
る
さ
と
祭
り
・
万
葉
ま
つ
り
に
つ
い
て

非
常
備
消
防
に
つ
い
て

在
宅
介
護
支
援
事
業

答 問

答 問

答 問

答 問

答 問

血管年齢測定器

石川敏委員長

　
村
道
海
老
沢
線
は
幅
員
が
狭

く
、
消
防
車
な
ど
の
緊
急
車
両

の
進
入
さ
え
制
限
さ
れ
る
。
ま

た
、
村
内
で
も
数
少
な
い
市
街

化
区
域
な
の
に
、
新
た
な
開
発

行
為
も
認
可
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
さ
ら
に
災
害
時
の
避
難
道
路

と
し
て
も
貧
弱
で
あ
り
、
地
域

住
民
の
安
全
の
た
め
早
急
に
拡

幅
改
修
工
事
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
長
い
歴
史
を
持
つ
村
民
体
育

大
会
だ
が
、
新
学
習
指
導
要
領

が
小
中
学
校
で
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
登
校
日
と
し
て
対

処
す
る
事
が
難
し
く
な
っ
て
く

る
。
ま
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
も
、
各
地
区
の
人
口
や
年
代

層
の
バ
ラ
つ
き
は
増
大
し
、
選

手
選
考
に
苦
労
し
て
い
る
。

　
運
営
内
容
を
再
検
討
す
べ
き

で
は
。

幅員の狭い海老沢地区の村道

　昭
和
55
年
に
路
線
認
定
し
た

が
、
路
線
は
ほ
ぼ
未
改
良
区
間

で
あ
り
、
車
両
通
行
に
も
支
障

を
き
た
す
状
況
を
深
く
認
識
し

て
い
る
。
ま
た
、
市
街
化
区
域

で
は
あ
る
が
有
効
な
土
地
利
用

が
図
れ
な
い
状
況
で
あ
る
事
も

理
解
し
て
い
る
。

　地
域
の
安
全
安
心
の
環
境
づ

く
り
と
共
に
、
土
地
利
用
計
画

を
考
え
て
い
く
た
め
に
は
、
地

区
住
民
及
び
土
地
所
有
者
の
主

体
性
を
尊
重
し
、
村
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
く
。

　
都
市
計
画
の
中
の
市
街
化
区

域
で
あ
り
、
県
な
ど
と
の
協
議

が
必
要
と
の
事
だ
が
、
地
区
住

民
の
協
力
を
得
て
要
望
す
れ
ば
、

素
早
い
対
応
を
す
る
の
か
。

　村
道
で
は
あ
る
が
、
県
と
の

協
議
が
必
要
に
な
る
。

　改
修
は
当
然
進
め
て
い
く
べ

き
路
線
と
認
識
し
、
検
討
し
て

い
く
。

　村
民
が
楽
し
み
に
し
て
い
る

行
事
だ
が
、
学
校
の
負
担
に
つ

い
て
も
考
慮
す
べ
き
時
期
に
来

た
。　プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
関

係
者
の
意
見
や
話
し
合
い
に
基

づ
き
、
状
況
に
応
じ
た
検
討
を

し
て
い
く
。

　
　各
地
区
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ

ー
ス
を
作
る
と
の
話
が
あ
っ
た
が
、

実
績
は
。

　
　駒
場
地
区
が
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
て
マ
ッ
プ
を
作
成
・
配
布
し

て
い
る
。

　保
健
活
動
推
進
委
員
や
食
生
活

改
善
推
進
委
員
な
ど
が
、
地
区
ご

と
の
コ
ー
ス
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　小
中
学
生
の
肥
満
に
は
ど
う

対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　小
学
６
年
生
男
子
の
25
％
が

肥
満
と
い
う
状
態
な
の
で
、
体
育

の
授
業
で
走
る
活
動
を
取
り
入
れ
、

万
歩
計
の
貸
与
や
、
食
育
な
ど
の

働
き
か
け
を
強
化
し
て
い
く
。

　
　和
太
鼓
教
室
の
今
後
の
活
動

は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

　
　29
年
度
で
プ
ロ
に
よ
る
指
導

教
室
は
終
了
す
る
の
で
、
そ
の
後

は
チ
ー
ム
員
に
よ
る
自
主
活
動
に

な
る
予
定
。
詳
細
は
今
後
検
討
し

て
い
く
。

　
　降
雪
が
あ
っ
た
と
き
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
が
来
な
か
っ
た
日
が
あ

っ
た
が
。

　
　積
雪
に
よ
り
バ
ス
の
時
刻
が

遅
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
運
行
時

間
を
守
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

　
　運
転
業
務
の
人
数
体
制
は
。

　
　バ
ス
２
台
を
運
転
手
２
名
、

補
助
員
１
名
で
対
応
し
て
い
る
が
、

何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
て
も

通
常
の
運
転
業
務
に
支
障
を
き
た

さ
な
い
よ
う
、
対
応
を
考
え
て
い

く
。

第174号（平成29年10月26日） おおひら議会だより （８）（21） おおひら議会だより 第174号（平成29年10月26日）

髙橋　浩之 議員

 

議

　員

 
議

　員

 

議

　員

 

村

　長

 

村

　長

 

村

　長

改修が必要と考えている
海老沢地区村道の拡幅改修を進めよ

村
民
体
育
大
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

状
況
に
応
じ
て
検
討

決 算 審 査
特別委員会

主 　 な 　 質 　 疑

　平成28年度各種会計の決算を審査するため、決
算審査特別委員会（委員長 石川敏・副委員長　遠
藤昌一）が６日間にわたり開かれました。
　特別委員会では、各課長などに質疑を行い、慎
重審議した結果、「認定すべき」と決定し、14日の
本会議で議長に報告しました。　

しく審査

答 問

答 問答 問答 問

答 問

一般質問 村政を問う

和
太
鼓
教
室
の
こ
れ
か
ら

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

村
の
健
康
増
進
事
業
に
つ
い
て



自

（48.5％）

源

財

存

依

（51.5％）

源

財

主

　児
童
館
の
利
用
児
童
数
は
、

一
日
平
均
１
０
０
人
を
超
え
て

い
る
。
利
用
時
間
帯
に
お
い
て

は
、
玄
関
ホ
ー
ル
の
棚
周
辺
に

ラ
ン
ド
セ
ル
等
が
う
ず
高
く
積

ま
れ
、
ホ
ー
ル
内
の
通
行
の
妨

げ
と
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
ト
イ
レ
の
現
状
に
つ

い
て
も
子
ど
も
達
か
ら
不
満
の

声
が
上
が
っ
て
お
り
、
改
修
等

の
対
応
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　児
童
館
の
利
用
児
童
数
は
一

日
平
均
１
０
０
人
前
後
で
推
移

し
て
い
る
。
平
成
７
年
４
月
に

移
転
後
、
エ
ア
コ
ン
修
繕
、
グ

ラ
ン
ド
整
備
等
の
環
境
改
善
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　指
摘
さ
れ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
置

き
場
の
状
況
は
、
子
ど
も
達
が

集
中
す
る
午
後
２
時
半
か
ら
４

時
頃
ま
で
の
時
間
帯
に
見
ら
れ

る
。
限
ら
れ
た
施
設
面
積
の
中

で
、
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
達

に
不
便
を
か
け
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
。

　ト
イ
レ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

男
子
と
女
子
の
ト
イ
レ
が
各
１

ヶ
所
し
か
な
い
の
で
そ
の
指
摘

か
と
思
う
が
、
児
童
館
か
ら
ト

イ
レ
利
用
に
支
障
が
あ
る
と
の

報
告
は
な
い
。

児童館ランドセル置き場の状況

　平
成
28
年
度
の
児
童
館
利
用

児
童
の
事
故
発
生
件
数
と
そ
の

内
容
は
。

　通
院
せ
ざ
る
を
得
な
い
重
症

の
事
故
は
３
件
で
あ
り
、
一
年

生
女
子
の
手
の
骨
折
、
同
じ
く

一
年
生
女
子
が
頭
部
出
血
、
二

年
生
女
子
の
足
首
骨
折
の
報
告

を
受
け
て
い
る
。

　若
い
世
代
の
方
々
が
、
大
衡

村
に
居
住
す
る
と
な
る
と
、
共

働
き
世
帯
は
学
童
保
育
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
。

　児
童
館
の
果
た
す
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
に
な
り
、
今
後
の

児
童
館
は
一
層
の
施
設
整
備
が

求
め
ら
れ
る
。

　そ
こ
で
旧
幼
稚
園
跡
地
に
児

童
館
を
移
設
、
図
書
館
を
併
設

し
、
登
録
児
童
、
そ
の
他
の
小

学
生
も
立
ち
寄
っ
て
読
書
が
出

来
る
新
し
い
施
設
を
考
え
て
は

ど
う
か
。

　旧
幼
稚
園
舎
の
利
活
用
に
つ

い
て
は
研
究
調
査
中
で
あ
り
、

図
書
館
の
整
備
も
想
定
の
中
に

あ
る
。
児
童
館
が
現
在
は
手
狭

だ
と
い
う
こ
と
も
認
識
し
て
お

り
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

子育て支援

おおひら議会だより （22）

山路　澄雄 議員

 

議

　員

 

議

　員

 

議

　員
 

村

　長

 

村

　長

 

健
康
福
祉
課
長

 

健
康
福
祉
課
長

第174号（平成29年10月26日）第174号（平成29年10月26日）（７） おおひら議会だより

児童館における
　　　学童保育の改善を求める

手狭と認識、検討する

村税などの伸び村税などの伸び平成28年度

決算認定

歳 入
（ 財 源 ）

歳 出
（使いみち）

村税
14億8,790万円

32.2％

村税の内訳
固定資産税
村民税
たばこ税
軽自動車税
特別土地保有税

 10億8,601万円
 3億2,227万円

5,725万円
1,937万円

300万円

繰入金
4億1,794万円

9.1％

繰越金
1億6,884万円
3.7％

その他
自主財源

3億183万円
6.5％

地方交付税
9億2,559万円

20.1％

国庫支出金
5億2,564万円

11.4％

村債（借入金）
3億600万円

6.6％

県支出金
2億2,422万円
4.9％

その他依存財源
2億5,729万円　5.5％

歳入総額
46億1,525万円

＜自主財源＞
　地方税や手数料、寄付金など、
村が自主的に調達できるお金、使
いみちが自由に決められる。自主
財源が多いほど、行政活動の自主
性・安定性が高いとされる。
　平成28年度は自主財源比率が依
存財源比率を上回った。

＜依存財源＞
　国、県、借入金などに頼ったお
金、使いみちには制限がある。

◆　主な実施事業　◆
地域型保育施設委託料……1,811万円

障害福祉サービス事業所等
整備費補助金………………2,500万円

尾西中山線改良舗装事業…9,545万円

万葉サンサンエネルギー
発電普及促進助成……………535万円

歳出総額
42億3,786万円

土木費
8億2,518万円

19.5%

民生費
8億843万円

19.1%

総務費
7億1,599万円

16.9%

衛生費
3億8,673万円

9.1%

教育費
3億3,138万円

7.8%

公債費
3億5,270万円

8.3%

農林水産業費
1億6,084万円
3.8%

商工費
1億5,640万円
3.7%

消防費など
4億1,583万円

9.8%

議会費　8,438万円　2.0%

724,668円
（前年度 743,946円）

村民１人あたり
H29.3.31 現在 5,848人

賛成９ 反対３・

一般質問村政を問う

子育て支援
　私
は
こ
れ
ま
で
の
一
般
質
問

や
総
括
質
疑
の
中
で
、
私
が
情

報
公
開
を
請
求
し
た
八
項
目
の

書
類
は
公
文
書
で
は
な
い
か
と

質
問
し
て
き
た
。

　私
は
こ
の
件
に
つ
い
て
訴
訟

を
起
こ
し
て
い
る
。
弁
護
士
か

ら
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
八
項
目

の
書
類
の
中
身
は
、
総
務
課
長

自
ら
が
作
成
し
た
も
の
が
三
通
、

前
副
村
長
が
作
成
し
た
も
の
が

一
通
、
女
性
職
員
が
作
成
し
た

も
の
が
三
通
、
前
副
村
長
に
郵

送
さ
れ
た
投
書
（
県
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
こ
う
い
っ
た
ケ
ー

ス
は
村
に
到
達
し
た
も
の
と
さ

れ
る
）
が
一
通
で
あ
る
。
こ
の

八
項
目
の
書
類
に
つ
い
て
は
、

総
務
課
長
は
そ
の
存
在
を
認
め

て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
書
類
は
、
公
文

書
と
し
て
保
管
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

　平
成
27
年
６
月
議
会
で
、
女

性
職
員
に
当
時
議
長
だ
っ
た
萩

原
村
長
が
電
話
を
し
た
が
、
話

す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
別
の
議
員
は
何
度
も
連

絡
を
取
り
合
っ
た
と
私
た
ち
に

話
し
た
こ
と
を
質
問
し
た
が
、

萩
原
村
長
は
「
い
や
、
何
度
も

で
は
な
く
、一
〜
二
回
く
ら
い

だ
」と
答
弁
し
た
の
は
、
虚
偽

の
答
弁
で
は
な
い
か
。

文書の入ったキャビネット

　
そ
の
当
時
の
女
性
職
員
と
私

は
、
一
回
も
そ
の
後
面
談
も
一

切
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
私
は

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
覚

え
は
な
い
。

　答
え
に
な
っ
て
い
な
い
。
細

川
議
長
は
当
時
の
議
事
録
を
見

て
認
識
し
て
い
る
。
認
識
し
て

い
な
い
の
は
萩
原
村
長
だ
け
だ
。

　
当
時
の
議
長
と
し
て
私
が
連

絡
を
し
て
も
、
電
話
に
出
な
か

っ
た
。　

同
僚
議
員
に
女
性
職
員
が
心

を
許
し
、
連
絡
を
し
た
と
話
し

た
が
、
私
に
は
分
か
ら
な
い
。

　そ
の
同
僚
議
員
と
は
誰
か
。

私
の
家
で
は
名
前
を
言
っ
た
が
。

　
議
場
で
は
話
せ
な
い
。

　
私
は
そ
の
文
書
が
何
を
指
す

の
か
分
か
ら
な
い
。
当
時
私
は

村
長
で
は
な
い
。
村
で
保
管
も

し
て
い
な
い
。

　存
在
を
認
め
て
い
る
書
類
を

保
管
し
て
い
な
い
と
す
る
な
ら

ば
「
証
拠
隠
滅
に
繋
が
り
ま
せ

ん
か
」
と
住
民
の
皆
さ
ん
は
言

っ
て
い
る
が
。

　
な
い
も
の
に
は
答
弁
で
き
な

い
。

みんなで育てる大衡の子ども達

第174号（平成29年10月26日） おおひら議会だより （６）（23） おおひら議会だより 第174号（平成29年10月26日）

文屋　裕男 議員

 

議

　員

 

議

　員

 

議

　員

 

議

　員

 

議

　員

 

村

　長

 

村

　長
 

村

　長

 

村

　長

 

村

　長

文書取扱規程で定義している
行政文書（公文書）の取扱いは

こ
れ
ま
で
の
答
弁
に
偽
り
は
な
い
か

一般会計歳出

42億3,786万円
（前年度比2.3％減）

　平
成
29
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
５
日
か
ら
14
日
ま
で
の

10
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　村
長
提
出
案
件
は
、
教
育
委
員
の
任
命
同
意
１
件
、
条
例
改

正
２
件
、
平
成
29
年
度
補
正
予
算
７
件
、
平
成
28
年
度
各
種
会

計
決
算
認
定
８
件
の
全
18
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と

歳入決算額会　計　別 歳出決算額

特
別
会
計

企業
会計

水
道

 6億1,773万円

 3億1,231万円

 5億3,801万円

3,405万円

5,002万円

 3億354万円

 2億4,190万円

97万円

 5億5,958万円

 3億933万円

 5億1,648万円

3,270万円

4,907万円

 3億337万円

 2億2,921万円

1,559万円

国民健康保険事業

下 水 道 事 業

介 護 保 険 事 業

戸別合併処理浄化槽

後 期 高 齢 者 医 療

宅 地 造 成 事 業

収益的収支(税抜)

資本的収支(税込)

9月定例会

◎各種会計別決算◎

一般質問 村政を問う

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

　そ
の
ほ
か
健
全
化
判
断
比
率
並
び
に
資
金
不
足
比
率
の
状
況

に
つ
い
て
１
件
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　一
般
質
問
は
９
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。
16
ペ
ー
ジ
か

ら
24
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

順調順調

を充実を充実



　今
後
の
国
道
４
号
４
車
線
化

の
見
通
し
は
。

　ま
た
、
村
道
の
接
続
や
側
道

は
ど
う
な
る
の
か
。

　仙
台
河
川
国
道
事
務
所
（
国

交
省
）
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

道
路
設
計
が
最
終
段
階
を
迎
え

て
お
り
、
準
備
が
整
い
次
第
、

今
年
中
に
説
明
会
を
開
催
す
る

予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　村
道
と
の
接
続
や
側
道
計
画
、

今
後
の
事
業
の
進
め
方
は
、
こ

の
説
明
会
で
示
さ
れ
る
。

　黒
川
消
防
署
大
衡
出
張
所
入

口
交
差
点
以
北
の
国
道
沿
い
の

農
振
農
用
地
に
つ
い
て
は
。

　河
原
交
差
点
か
ら
北
の
国
道

４
号
の
西
側
は
農
振
農
用
地
だ

が
、
そ
れ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
が

農
振
地
域
外
の
農
地
と
な
っ
て

い
る
。

　村
内
の
小
規
模
宅
地
開
発
に

よ
る
住
宅
新
築
状
況
を
ど
う
把

握
し
て
い
る
か
。

４車線化が待たれる国道４号

　地
区
計
画
の
五
反
田
・
亀
岡

地
区
や
平
林
地
区
な
ど
で
29
区

画
が
分
譲
さ
れ
、
早
々
に
完
売

し
て
お
り
、
地
区
計
画
内
で
１

４
８
件
の
開
発
が
届
出
さ
れ
て

い
る
。

　現
在
、
大
衡
村
で
は
塩
浪
地

区
宅
地
造
成
で
の
分
譲
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
が
完
了

し
、
国
道
４
号
４
車
線
化
が
具

体
化
し
た
後
、
国
道
沿
線
の
地

区
計
画
を
策
定
し
て
は
ど
う
か
。

　国
道
沿
線
に
は
下
水
道
が
通

っ
て
い
て
、
農
振
農
用
地
も
少

な
い
。
大
衡
村
ら
し
い
コ
ン
パ

ク
ト
で
効
率
的
な
宅
地
開
発
を

考
え
た
方
が
現
実
的
で
は
な
い

か
。　地

区
計
画
は
、
住
民
の
合
意

に
基
づ
き
、
地
区
の
特
性
に
合

わ
せ
て
市
町
村
が
定
め
る
都
市

計
画
だ
が
、
県
の
同
意
が
条
件

と
な
る
。

　区
域
の
拡
大
は
極
め
て
厳
し

い
状
況
で
は
あ
る
が
、
国
道
４

号
沿
線
の
良
好
な
市
街
地
環
境

の
形
成
を
図
る
た
め
に
は
、
地

区
計
画
の
策
定
は
重
要
な
検
討

課
題
と
捉
え
て
い
る
。
拡
幅
事

業
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
検

討
し
た
い
。

おおひら議会だより （24）

細川　幸郎 議員

 

議

　員

 

議

　員

 

議

　員

 

議

　員

 

村

　長

 

村

　長

 

村

　長

 

村

　長

第174号（平成29年10月26日）

   

第174号（平成29年10月26日）（５） おおひら議会だより

国道４号拡幅後を見据え
　　　　　　　地区計画の拡大を
厳しい状況だが
　　　重要な課題と捉えている　70代以上

23名　24％

30代 4名 4％
40代 6名 ７％

アンケート回答者：95名　回収率：85.6％

50代
19名　20％

60代
43名　45％

懇談
内容

参加者からの主なご意見・ご要望（アンケート記載）

参
加
者
層
の
固
定
化
が
進
む

　今
回
の
懇
談
会
に
は
前
回
を

上
回
る
１
１
１
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　し
か
し
、
左
記
の
ア
ン
ケ
ー

ト
回
収
結
果
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
参
加
者
の
大
半
が
60
代

以
上
と
な
っ
て
お
り
、
20
代
以

下
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　女
性
は
18
名
と
、
前
回
の
懇

談
会
よ
り
も
減
少
し
ま
し
た
。

●テーマを絞った懇談で多くの意見が聞けた

●参加人数が少ないように感じる

●住民との会話、報告を多く企画すべき

●議会の活動状況が少し理解できた

●村民へもっと議会活動を知ってもらえるように、議会のライブ中継をしてはどうか

●災害などが発生した後に、もっと懇談会を開いて意見・要望をすくい上げるべきでは

●地域のざっくばらんな要求・要望を取り上げ、住民との対話を深めてもらいたい

今後の
展開

今後のスケジュール

12
月
定
例
会
で

　
委
員
会
報
告

　今
回
の
懇
談
会
で
村
民
の
皆

様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

参
考
に
、
こ
れ
か
ら
の
議
会
が

村
民
を
代
表
す
る
合
議
制
の
機

関
と
し
て
、
皆
様
の
付
託
に
応

え
得
る
よ
う
な
、
よ
り
良
い
形

に
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
、
議

会
活
性
化
特
別
委
員
会
に
お
い

て
議
論
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

アンケートから見える
懇談会参加者の年齢構成

　議
員
定
数
・
議
員
報
酬
に
関

す
る
件
に
つ
い
て
は
、
左
記
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
進
行

し
、
平
成
30
年
３
月
定
例
会
に

お
い
て
、
条
例
の
改
正
な
ど
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　今
後
の
議
会
の
在
り
方
へ
の

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　参
加
さ
れ
た
住
民
か
ら
も
、

若
い
世
代
の
少
な
さ
、
い
つ
も

同
じ
顔
ぶ
れ
の
出
席
者
で
あ
る

こ
と
を
危
惧
す
る
声
が
あ
り
ま

し
た
。

　様
々
な
立
場
の
方
々
か
ら
多

様
な
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
す
る
懇
談
会
と
し
て
、

よ
り
広
く
、
よ
り
多
く
の
方
々

が
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
努
め

て
い
き
ま
す
。

●若者を参加させる具体策を検討してほしい

●もっと若い世代と気楽に話してほしい

●資料を前もって配布してほしい

●懇談会の日程は半年前には決めてほしい

H29.12

H30.3

H31.4

議会活性化特別委員会
議員報酬・議員定数に関する
委員会討論及び採決
議会活性化特別委員会
議員報酬・議員定数に関する
委員会中間報告作成
本会議
委員長報告
議会基本条例制定
本会議
議員報酬・議員定数に関する
条例改正（予定）

一年間の周知期間

議会改選

一般質問村政を問う

H29.9
～

H29.10

H29.10
～

H29.11

H30.4
～
H31.3

ごみ集積所（ときわ台地区）

平成27年関東・東北豪雨被害状況（衡下地区）

新田沢ため池（王城寺原演習場内）

◎王城寺原演習場周辺
　障害防止対策の現地調査

　
　善
川
の
遊
水
地
計
画
に
対
す

る
不
信
・
不
安
が
あ
る
。
地
元
の

意
見
を
積
極
的
に
発
信
し
て
ほ
し

い
。　

　こ
れ
ま
で
も
国
へ
地
元
の
意

見
を
伝
え
、
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
国
交
省
か
ら
情
報
を
収
集

し
、
積
極
的
に
提
供
し
て
い
き
ま

す
。

　
　今
春
、
除
雪
を
依
頼
し
た
が
、

業
者
の
除
雪
車
が
壊
れ
て
い
る
と

言
わ
れ
、
対
応
し
て
も
ら
え
な
か

っ
た
。

　
　今
回
の
よ
う
な
機
械
の
故
障

時
に
は
、
村
内
除
雪
作
業
中
の
他

社
の
状
況
等
を
確
認
し
な
が
ら
、

臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
　昨
年
度
の
割
増
商
品
券
は
、

村
内
で
利
用
可
能
な
店
舗
が
少
な

く
、
魅
力
を
感
じ
な
か
っ
た
。

　
　村
内
の
利
用
可
能
店
舗
が
拡

大
で
き
る
よ
う
商
工
会
と
連
携
し

て
い
き
ま
す
。

　
　と
き
わ
台
地
区
の
生
活
ご
み

集
積
カ
ゴ
が
小
さ
い
。
ま
た
、
収

集
時
間
が
午
後
２
時
に
設
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
カ
ラ
ス
に

よ
っ
て
ご
み
が
散
乱
し
て
い
る
。

　
　各
地
区
の
ご
み
集
積
所
は
、

各
地
区
衛
生
組
合
の
管
理
で
あ
り
、

増
設
す
る
場
合
、
費
用
の
一
部
を

村
が
補
助
し
て
い
ま
す
。

　生
活
ご
み
の
収
集
運
搬
は
１
業

者
が
行
っ
て
お
り
、
収
集
時
間
は

ご
理
解
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
　村
内
の
高
校
生
は
通
学
手
段

が
乏
し
く
不
便
で
あ
る
。
村
外
へ

通
学
す
る
生
徒
の
足
の
確
保
を
お

願
い
し
た
い
。

　
　万
葉
バ
ス
を
「
黒
川
高
校
」

経
由
に
路
線
変
更
し
、
大
崎
方
面

へ
の
「
三
本
木
大
衡
線
」
、
仙
台

方
面
へ
の
「
仙
台
加
美
線
」
「
仙

台
大
衡
線
」
な
ど
を
運
行
し
て
い

ま
す
。

　今
後
も
利
用
人
数
や
費
用
対
効

果
を
勘
案
し
つ
つ
、
利
便
性
向
上

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー
券
は
一

回
の
利
用
に
制
限
が
あ
る
。
他
市

町
と
合
同
で
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
で

き
な
い
か
。

　
　一
回
の
乗
車
で
使
用
で
き
る

枚
数
制
限
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
か
ら
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　他
市
町
と
の
公
共
交
通
の
連
携

に
つ
い
て
は
、
過
去
に
広
域
で
検

討
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
自

治
体
の
考
え
方
の
違
い
も
あ
り
、

実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
で

す
。　

　汚
染
牧
草
の
仮
置
き
場
の
除

草
管
理
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な

い
。
隣
接
地
は
水
田
で
あ
り
、
カ

メ
ム
シ
等
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
　年
に
３
回
除
草
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
後
は
周
辺
住
民
の
迷
惑

と
な
ら
な
い
よ
う
管
理
を
し
て
い

き
ま
す
。

第174号（平成29年10月26日） おおひら議会だより （４）第174号（平成29年10月26日）（25） おおひら議会だより

委員会

報　告

委員会開催状況一覧

塩浪地区住宅団地整備調査
特別委員会中間報告

遊
水
地
計
画･

汚
染
牧
草
な
ど

村
政
の
課
題
へ
の
意
見･

要
望

開催日 審議内容
H29. 2 . 6

H29.2.27

H29. 8 . 8

正副委員長の選出
請負工事等の進捗状況現地調査
今後の事業スケジュールについて
字（あざ）の区域をあらたに画すること
宅地販売について
請負工事等の進捗状況現地調査
今後の事業スケジュールについて
宅地販売について〇調査の結果

1.各種請負工事について
　道路、下水道等の各種工事が遅れており、８件を平成29年度に繰越して工期を延長している。
　あらかじめ工事の発注時に適切な工期を設定するよう指摘。

2.宅地販売業務について
　販売業務は宮城県住宅供給公社に委託することに決定。
　・平成29年度委託金額：18,830,880円　　・宅地販売予定価格：平均24,000円/㎡

ときわ台南造成地現地調査

委員会
報　告

現地調査箇所

王城寺原演習場対策
　　特別委員会中間報告

・一文字堰堤

・一文字砂防ダム

・焼切･沓掛用排水路

・新田沢ため池

・新田沢砂防ダム、砂溜工

〇調査の結果
１．一文字砂防ダムから一文字堰堤への導水管が、東日本大震災で損傷したため封鎖されている。
　　そのため、砂防ダムからの排水が堰堤へ通水されていない状況である。

２．新田沢砂溜工及び新田沢ため池に演習場地内から土砂が流入し、常時濁り水の状態になっている。
　演習場内に保水能力がないため、雨水が土砂とともに流入することが原因と思われる。
　　ため池樋管等の維持管理に支障があり、早期に改善が必要。

平成29年
９月25日
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台
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●就労継続支援(B型)事業所　利用者数:24名
わ・は・わ味明に隣接する米粉パンの製造を行う事業
所、工賃は月額平均11,946円（H27年度）

●就労継続支援(Ｂ型)事業所　利用者数:20名
大郷町より旧味明幼稚園舎の無償貸与を受け運営を行
っている

●生活介護事業所　利用者数:23名
大郷町より旧粕川幼稚園舎の無償貸与を受け運営を行
っている

今回視察した「パン工房わ・は・わ」では、大郷町の減農薬減化学肥料のお米を使用し、顔の見
える一貫生産という付加価値をつけてパンを販売していた。それでも、利用者の工賃の安さという
課題を解決しているとは言えないようだ。他の２施設では利用者の高齢化も進んでいる。
平成30年３月、本村に開所予定の「わ・は・わ大衡」については、利府と古川の支援学校にＰＲ
活動をしている。村と障害者の福祉向上に繋がるよう見守っていきたい。

◎調査を終えての所感・意見

◎パン工房わ･は･わ現地調査

◎わ･は･わ味明現地調査

◎わ･は･わ大郷現地調査
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議員
定数

参加者の主なご意見

住民の声を聴くには議員数は必要だ

定数減は執行部への監視が弱くなる

人口割で定数を考えないほうがよい

定
数
削
減

現
状
維
持

削
減
・
維
持
が
拮
抗

　議
員
定
数
に
関
し
て
の
全

１
１
１
名
の
参
加
者
か
ら
の

ご
意
見
は
大
き
く
割
れ
、
定

数
削
減
・
現
状
維
持
が
、
ほ

ぼ
拮
抗
す
る
形
と
な
り
ま
し

た
。　議

員
定
数
を
削
減
す
べ
き

と
す
る
方
の
多
く
は
、
人
口

割
で
言
え
ば
現
行
の
定
数
14

名
は
多
い
の
で
、
２
名
程
度

の
削
減
が
望
ま
し
い
と
述
べ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　定
数
を
維
持
す
べ
き
と
述

べ
ら
れ
た
方
か
ら
は
、
定
数

減
に
よ
っ
て
住
民
の
声
が
届

か
な
く
な
る
こ
と
を
懸
念
す

る
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　そ
の
他
に
多
く
の
参
加
者

か
ら
、
こ
う
い
っ
た
案
件
は

住
民
に
意
見
を
求
め
る
の
で

は
な
く
、
議
会
議
員
が
自
ら

決
め
る
べ
き
と
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

議会が２名削減でも運営できると判断

するなら削減して報酬を上げればよい

人口割での議員数は他の自治体より

多いので削減は当然である

定数削減
41名　37％

現状維持
32名　29％

その他
38名　34％

議員
報酬

参加者の主なご意見

定数を削減し、財源を充当すればよい

このままでは立候補者がいなくなる

大幅に上げて若者が出るようにすべき

報
酬
増
額

現
状
維
持

報
酬
増
額
の
声 
過
半
数

　参
加
者
の
う
ち
、
約
６
割

の
方
が
報
酬
を
増
額
し
て
は

と
の
ご
意
見
を
示
さ
れ
る
結

果
に
な
り
ま
し
た
。

　村
の
議
員
報
酬
が
月
額
20

万
４
千
円
で
あ
る
こ
と
、
そ

れ
が
県
下
21
町
村
で
最
も
低

い
と
い
う
こ
と
を
議
会
側
か

ら
報
告
し
ま
し
た
。

　報
酬
を
増
額
す
べ
き
と
い

う
方
か
ら
は
、
次
世
代
の
議

員
の
な
り
手
が
い
な
く
な
る

こ
と
を
懸
念
す
る
声
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　現
状
を
維
持
す
べ
き
と
い

う
方
か
ら
は
、
政
務
活
動
費

を
導
入
す
れ
ば
よ
い
の
で
は

と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　多
く
の
地
区
で
、
増
額
・

維
持
を
問
わ
ず
、
議
員
の
活

動
が
見
え
て
こ
な
い
、
報
酬

に
見
合
っ
た
活
動
を
し
て
ほ

し
い
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

報酬増額
64名　58％

現状維持
14名　12％

その他
33名　30％

議員報酬は生活給ではない。生活の

ために議員になるようでは困る

他の自治体と比べるものとは思わない

民間の給与と比べて低いと思わない

調査年月日：平成29年７月19日

社会福祉法人「みんなの輪」の施設視察
（パン工房わ・は・わ　／　わ・は・わ味明　／　わ・は・わ大郷）

Reportレポート

主な活動内容

主な活動内容

総務民生

①米粉パンの製造・販売・出荷
米粉は隣接するわ・は・わ味明で製粉したものを使用して
いる
パン製造を通して、仕事への意識や作業能力向上を目指す
②レクリエーション（毎週金曜日）

①米粉の製粉事業　製粉する米は地元大郷の契約農家のもの
②焼き菓子事業（米粉ドーナツ・クッキー）
③農園作業
④リサイクル（銅線皮むき、ＣＤ仕訳作業）
⑤クリーニング（白衣洗濯、アイロンがけ）

主な活動内容
①さをり織り製品の制作
色や風合いの違うさをり糸を組み合わせて布を織りあげ、
ポーチ・ティッシュケース・小銭入れなどの小物を作っている
②木工作業・手芸品の作成
③ブルーベリー栽培（摘み取り・販売）

き
っ
こ
う

獣害防止柵の現地調査中、地元の区長から柵についての所感を聞くことができた。「柵を作っても
必ず抜け道ができる。完全なものではない。」というのが、率直な感想だという。
村でも獣害防止柵の整備へ向けて準備をしているが、柵だけで果たして農地・農作物は大丈夫な
のかという懸念は消えない。
教育委員会から、いじめ・不登校が多少増加傾向にあるとの報告を受けた。子どもの健やかな成
長が第一である。出来るだけ早急に対策を講じてもらいたい。

●県道大衡仙台線の（仮称）宮床跨道と（仮称）
　宮床川橋の２ヶ所で現地調査を実施。
　宮城県仙台土木事務所より説明を受けた。
　来年度完了を目指して事業を継続している。

◎（仮称）宮床跨道現地調査

●平成29年度はイノシシ24件・クマ13件が住
民・鳥獣被害対策実施隊などから通報されて
いる（H29.８.７現在）

◎侵入防止柵設置状況現地調査

◎調査を終えての所感・意見

◎村のイノシシ・クマ出没状況

第174号（平成29年10月26日）（27） おおひら議会だより

衡上地区での懇談会

第174号（平成29年10月26日） おおひら議会だより （２）

　住
民
に
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
、
議
会
や
村
政
に
対

す
る
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
次
期
改
選
に
向
け
て

「
議
員
定
数
」「
議
員
報
酬
」

を
テ
ー
マ
に
「
住
民
と
議
会

と
の
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　近
隣
の
議
会
議
員
の
報
酬

や
活
動
実
態
の
比
較
、
議
会

活
性
化
特
別
委
員
会
で
の
審

議
内
容
を
報
告
し
、
そ
れ
に

対
し
て
村
民
の
皆
様
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。　次

ペ
ー
ジ
以
降
に
主
な
ご

意
見
、
分
析
等
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

住
民
と
議
会
と
の
懇
談
会

議
員
の
定
数・報
酬
に
つ
い
て

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

第7回

７月31日（月）

８月１日（火）

８月２日（水）

８月３日（木）

８月４日（金）

８月７日（月）

８月８日（火）

１班
２班
１班
２班
１班
２班
１班
２班
１班
２班
１班
２班
１班
２班

合　　　計

衡　　上
駒　　場
大　　森
大 瓜 上
松　　原
奥　　田
衡　　中
衡　　東
衡 中 北
衡　　下
大 瓜 下
衡 中 東
ときわ台
蕨　　崎

12
13
5
8
3
2
8
6
7
9
8
3
6
3
93

2
0
2
1
0
0
4
2
3
1
0
2
0
1
18

14
13
7
9
3
2
12
8
10
10
8
5
6
4
111

開催月日 班　名
男 女
住民参加者数

計
開催地区

常任委員会常任委員会
調査年月日：平成29年８月９日

◎いじめ・不登校の状況（H29.6.30現在）
●いじめ認知件数：小学校0件・中学校4件
●不登校（欠席30日以上）：小学校0名・中学校2名
●不登校傾向（欠席30日未満、別室登校等）：小学校1名・中学校8名
●別室登校、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等の支援、
教育委員会による情報収集、指導助言などで対応

◎学力向上研究指定校事業
●小学校では学力向上研究指定校（県教委より指定）事業を実施している

そ
の
他
の

所
管
事
務
調
査

産業教育

県道大衡仙台線橋梁
（大和町宮床工区）

獣害防止柵（ワイヤーメッシュ柵）
（大和町吉田麓上・麓下・清水地区）

平成28年度 イノシシ出没件数

行政区

大瓜上

大瓜下

駒　場

捕獲

10頭

８頭

０頭

事故死

０頭

０頭

１頭

掘り返し

１件

３件

０件
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が
き

　

私
は
今
年
の
３
月
か
ら
大
衡
村

で
新
生
活
を
始
め
ま
し
た
。
大
衡

は
医
療
費
助
成
、
出
産
支
援
等
子

育
て
に
関
す
る
支
援
や
助
成
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
本
当
に
子
育
て
し

や
す
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
大
自
然
に
恵
ま
れ
、
子
供

た
ち
も
朝
か
ら
虫
を
捕
ま
え
た
り
、

の
び
の
び
と
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
最
近
は
、
ク
マ
や
イ
ノ
シ

シ
の
出
没
の
情
報
が
相
次
い
で
発

生
し
て
お
り
、
子
ど
も
を
外
で
遊

ば
せ
る
の
は
少
し
心
配
で
す
。
そ

れ
に
対
す
る
対
策
を
強
化
し
て
い

た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
大
衡
村
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
私
は
、
毎
日
仙
台
ま
で
高

速
バ
ス
を
利
用
し
て
通
勤
し
て
お

り
ま
す
。
学
生
の
方
の
利
用
も
多

い
よ
う
で
、
本
当
に
便
利
で
す
が
、

通
勤
・
通
学
時
間
帯
の
運
行
本
数

や
時
間
帯
の
拡
大
を
し
て
い
た
だ

け
る
と
、
利
便
性
が
さ
ら
に
向
上

す
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
も
暮
ら
し

や
す
い
村
、
子
育
て
し
や
す
い
村

と
し
て
日
本
一
を
目
指
し
て
、
明

る
く
魅
力
あ
る
大
衡
村
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
と
は
知
ら
な
い

人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
コ
ー
ト
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
羽
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
付
い
た
感

じ
の
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
ボ
ー
ル
を
打

ち
合
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
も
が

出
来
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

健
康
維
持
と
大
会
優
勝
を
目
指

し
て
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
週
火
曜
日
と
土
曜
日
、
午
後

７
時
か
ら
村
民
体
育
館
で
練
習
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、

是
非
覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
一
緒

に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
シ
ニ
ア
女
子
の
部

（
45
才
以
上
）
で
、
今
月
山
形
県

で
行
わ
れ
た
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

で
３
位
、
北
海
道
で
行
わ
れ
た
全

国
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
兼
全

国
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
で
優
勝
し

ま
し
た
。
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コ
ス
モ
ス
が
日
ざ
し
に
映

え
る
通
学
路
を
笑
顔
で
語
ら

い
な
が
ら
過
ぎ
る
小
学
生
た

ち
。
こ
の
子
等
の
た
め
、
い

つ
ま
で
も
平
和
な
時
代
が
続

い
て
ほ
し
い
と
願
う
秋
で
す
。
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大
衡
村
で
の
暮
ら
し

再生紙を使用しています

会

員

募

集

中

－大衡インディアカ ききょう－

輝 く村びと




